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右上 代表大会参加者と支援者が都内でデモ 

  左上 世界ウイグル会議代表大会開会式 

  右下 いわき市で震災犠牲者追悼の祈りを捧げる 

     ラビア氏ら 

  左中 世界ウイグル会議代表大会閉会式 

  左下 多磨霊園に眠るウイグル人亡命者の墓 
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五
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
に
掛
け
ま
し
て
、
世
界
ウ
イ
グ

ル
会
議
第
四
回
代
表
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
代
表
大
会
の
開
会
式
か
ら
各

種
行
事
、
そ
し
て
会
議
の
報
告
を
会
員
の
皆
様
へ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

  

今
大
会
は
、
過
去
の
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
代
表
大
会
の
中

で
も
最
大
規
模
に
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
も
今
ま
で
で
最
多

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
会
が
日
本
で
開
催
出
来
た

の
も
、
会
員
の
皆
様
の
日
ご
ろ
か
ら
の
御
支
持
、
御
支
援
を

頂
い
た
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
第
一
に
ま
ず
は
日
本
ウ

イ
グ
ル
協
会
の
会
員
の
皆
様
へ
、
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

ま
ず
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
第
四
回
代
表
大
会
が
、
参
加

者
の
怪
我
や
急
病
も
な
く
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
も
無
く
、
無
事
成
功
に
終
っ
た
こ
と
を
最
初
に
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

今
回
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
理
事
や
運
営
に
関
わ
っ
た

コ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
自
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
削
っ
た
り
、

仕
事
な
ど
が
終
わ
っ
た
後
に
夜
を
徹
し
て
準
備
を
行
い
、
膨

大
な
仕
事
量
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
準
備
の
成
果
も

あ
り
、
今
回
の
会
議
は
極
め
て
順
調
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
消

化
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議 

第
四
回
代
表
大
会
の
ご
報
告 

 
 
 
 
 
 

イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ 

 

又
、
そ
れ
よ
り
も
前
の
四
月
二
十
三
日
に
は
、
衆
議
院
議
員
の

古
屋
圭
司
先
生
を
会
長
と
す
る
「
日
本
ウ
イ
グ
ル
国
会
議
員
連

盟
」
、
さ
ら
に
は
地
方
議
員
の
先
生
方
に
よ
る
「
日
本
ウ
イ
グ

ル
地
方
議
員
連
盟
」
が
立
ち
上
が
り
、
こ
れ
に
よ
り
様
々
な
方

面
か
ら
の
御
支
援
を
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

 

ウ
イ
グ
ル
人
は
、
尋
ね
た
友
人
の
先
祖
に
ご
挨
拶
に
伺
う
の

が
習
慣
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
代
表
大
会
の
開
催
地
で
あ
る

日
本
の
為
に
命
を
捧
げ
た
方
々
を
表
敬
し
追
悼
す
る
べ
く
、
開

会
式
の
後
、
靖
国
神
社
に
表
敬
訪
問
致
し
ま
し
た
。 

こ
の
件
で
中
国
か
ら
の
大
き
な
反
発
が
あ
っ
た
こ
と
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
日
本
国
内
で
も
反
対
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
残
念
な
こ
と

で
し
た
。
私
達
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
日
本
と
い
う
大
国
の
礎
を
創

ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
敬
意
を
表
す
こ
と
を
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
行
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
そ
の
後
、
私
達
は
一
九
三
三
年

の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
建
国
に
軍
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
携
わ
り
、
日
本
で
生
涯
を
終
え
た
マ
ハ
ム
ッ
ト
・
ム

ヒ
ー
テ
ィ
ー
の
お
兄
さ
ん
の
墓
地
に
参
る
べ
く
多
磨
霊
園
を

訪
問
致
し
ま
し
た
。 

  

今
回
、
各
国
か
ら
参
加
し
た
代
表
者
達
も
、
成
田
空
港
で
の

出
迎
え
か
ら
始
ま
り
、
ホ
テ
ル
で
の
案
内
、
会
議
場
で
の 

案
内
、
食
事
の
手
配
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

の
懸
命
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
変
感
動
し
て
お
り
ま
し

た
。 

  
代
表
者
の
中
に
は
そ
の
姿
に
涙
を
流
し
た
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
、
違
う
民
族
で
あ
る
ウ
イ
グ
ル

人
の
為
に
、
こ
こ
ま
で
懸
命
に
仕
事
を
し
て
く
れ
る
の
か
と
い

う
思
い
を
心
か
ら
感
じ
た
為
で
す
。
そ
の
姿
に
、
ウ
イ
グ
ル
人

代
表
者
は
日
本
人
に
対
し
て
心
か
ら
の
尊
敬
と
信
頼
を
寄
せ
、

ウ
イ
グ
ル
人
代
表
者
達
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
遠
く
離
れ
た
場
所
で

活
動
し
な
が
ら
も
、
心
を
一
つ
に
一
致
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
改
め
て
認
識
し
た
は
ず
で

す
。 

  

今
回
、
代
表
大
会
の
開
幕
を
告
げ
る
開
会
式
は
憲
政
記
念
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
議
院
議
員
の
衛
藤
せ
い
い
ち
先
生
の
御

協
力
で
会
場
を
確
保
し
、
盛
大
な
開
会
式
を
行
う
事
が
出
来
ま

し
た
。
参
加
者
は
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
も
合
わ
せ
三
百
人
に
上
り

ま
し
た
。 

  

 

5月 14日夜に開催された世界ウイ

グル会議代表大会記念懇親会の席

上、挨拶するイリハム会長。 
 

閉会式の一幕、代表大会参加者ら

から日本人ボランティアスタッフ

へのねぎらいの拍手。 
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十
四
日
夜
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
第
四
回
代

表
大
会
記
念
懇
親
会
」
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
人
代
表
者
と
、
今
回
の
代
表
大
会
に
合

わ
せ
来
日
し
た
国
際
訪
問
団
の
十
九
カ
国
、
百
三
十
八
名
に
加

え
、
今
ま
で
ウ
イ
グ
ル
支
援
に
多
大
に
協
力
を
頂
い
た
多
く
の

日
本
人
の
皆
様
に
も
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
人
代

表
者
達
と
、
日
本
人
支
援
者
の
懇
親
を
深
め
る
為
に
し
た
の
で

す
が
、
御
多
忙
の
中
を
、
午
前
の
開
会
式
に
加
え
、
夜
の
懇
親

会
に
も
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

十
五
日
か
ら
は
代
表
大
会
の
本
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
本
年
ま
で
の
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議

の
活
動
報
告
と
総
括
、
各
国
組
織
の
活
動
報
告
、
そ
し
て
今
後

の
活
動
方
針
の
決
定
、
さ
ら
に
新
指
導
層
の
投
票
に
よ
る
選
出

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
は
深
夜
ま
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。 

  

今
回
の
代
表
大
会
に
お
け
る
投
票
の
結
果
、
私
は
世
界
ウ
イ

グ
ル
会
議
に
お
け
る
ア
ジ
ア
担
当
の
副
総
裁
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
運
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
結 

  

果
で
す
が
、
こ
れ
は
皆
様
の
協
力
な
し
に
は
成
さ
れ
る
事
は

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
今
後
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
活
動

は
さ
ら
に
広
範
に
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
業
務
も
増
え
る

事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
の
協
力
な
し
に
は
運

動
を
展
開
し
て
い
く
の
は
困
難
で
す
。
是
非
、
今
後
と
も
今

ま
で
と
変
わ
ら
ず
の
御
支
援
、
御
協
力
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

  

十
七
日
、
閉
会
式
は
議
場
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
六
本
木
の
三
河
台
公
園
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と

し
、
日
本
人
支
援
者
の
方
々
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
「
世

界
ウ
イ
グ
ル
会
議
代
表
大
会
記
念
デ
モ
」
を
行
い
ま
し
た
。

ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
総
裁
の
挨
拶
の
後
、
ウ
イ
グ
ル
人
代

表
者
を
先
頭
と
す
る
デ
モ
隊
は
六
本
木
の
ビ
ル
街
を
行
進
し

ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る
笄
公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

五
名
毎
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
在
日
本
中
国
大
使
館
前
に

て
抗
議
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ド
ル
ク
ン
・
エ
イ
サ
執
行
委

員
長
の
手
に
よ
っ
て
抗
議
文
が
投
函
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
デ

モ
の
終
了
に
よ
り
、
一
連
の
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
代
表
大
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
終
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

 

大
会
の
終
了
に
合
わ
せ
、
十
八
日
か
ら
三
日
間
の
日
程
で
、

六
回
目
を
迎
え
る
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
、

会
議
場
を
引
き
続
き
使
用
し
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
青
年
幹
部
向
け
の
研
修
で
毎
年
開
催
、
今

回
は
代
表
大
会
に
合
わ
せ
て
の
実
施
に
な
り
ま
し
た
。 

  

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」。
運

動
を
継
続
し
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
に
自
分
自
身
の
安
全
を

確
保
し
て
い
く
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
は
、
日
本
国
外
か
ら
招
聘
し
た
技
術
者
に
加
え
、

日
本
人
の
技
術
者
に
も
協
力
を
頂
き
、
素
晴
ら
し
い
講
義
を
行

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
エ
ジ
プ
ト
で
起
こ
っ
た
「
ジ
ャ
ス
ミ

ン
革
命
」
は
正
し
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
契
機
と
な
り
独
裁
政

権
を
打
倒
す
る
と
い
う
今
ま
で
歴
史
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
形

の
革
命
で
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
運
動
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
有
効

に
活
用
し
、
問
題
を
世
界
中
に
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

  

今
回
の
代
表
大
会
は
、
日
本
人
協
力
者
か
ら
も
、
世
界
か
ら

集
ま
っ
た
ウ
イ
グ
ル
人
代
表
者
か
ら
も
大
き
な
評
価
を
受
け
る

も
の
に
出
来
ま
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
評
価

は
、
事
前
に
懸
命
の
準
備
を
進
め
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し

て
会
員
の
皆
様
な
し
に
は
無
か
っ
た
は
ず
で
す
。
今
後
、
こ
の

運
動
を
ア
ジ
ア
全
域
に
拡
散
さ
せ
、
ウ
イ
グ
ル
運
動
の
拡
大
と

共
に
中
国
の
危
険
性
を
告
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
由
の
獲
得
に
向
け
、
道
は
困
難
な
も
の
に
な
り
ま
す
が
、

私
自
身
、
今
後
も
前
を
向
い
て
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

  
今
後
と
も
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
談
） 

 

中国大使館への抗議。左からドル

クン氏、デリシャット氏(世界ウイ

グル会議スポークスマン)、イリハ

ム会長。 

懇親会にて力強いご挨拶を頂いた

参議院議員で日本ウイグル国会議

員連盟幹事長の衛藤晟一先生。 
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自
由
民
主
党
本
部
に
ド
ル
ク
ン
氏
と
訪
問 

 

四
月
六
日
、
来
日
中
の
ド
ル
ク
ン
・
エ
イ
サ
事
務
総
長(

当
時)

と
共
に
イ
リ
ハ
ム
会
長
が
自
民
党
本
部
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

多
忙
な
中
、
山
本
有
二
先
生
、
衛
藤
晟
一
先
生
、
古
屋
圭
司

先
生
、
下
村
博
文
先
生
が
時
間
を
割
い
て
下
さ
り
、
五
月
の
代

表
大
会
に
つ
い
て
や
、
最
新
の
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

ウ
イ
グ
ル
議
連
が
発
足 

 

四
月
二
三
日
、
自
民
党
本
部
に
て
、
か
ね
て
よ
り
ウ
イ
グ
ル

の
問
題
に
も
心
を
寄
せ
て
下
さ
っ
て
い
た
先
生
方
を
中
心
に
、

日
本
ウ
イ
グ
ル
国
会
議
員
連
盟
が
発
足
。
設
立
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

 

発
表
さ
れ
た
役
員
の
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

顧
問 

 
 

安
倍
晋
三 

中
曽
根
弘
文 

鴻
池
祥
肇 

会
長 

 
 

古
屋
圭
司 

副
会
長 

 

小
坂
憲
次 

山
本
有
二 
長
勢
甚
遠 

 

鴨
下
一
郎 

幹
事
長 

 

衛
藤
晟
一 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
地
方
議
員
連
盟
も

発
足
、
同
日
正
午
よ
り
、
東
京
都
庁
に
て
設
立
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

発
表
さ
れ
た
役
員
の
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

会
長 

 
 

小
磯
明 

副
会
長 

 

小
島
健
一 

吉
田
康
一
郎 

鈴
木
正
人 

 
 

松
浦
芳
子 

幹
事
長 

 

小
坂
英
二 

事
務
局
長 

辻
村
と
も
こ 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

 

国
会
議
連
、
地
方
議
連
と
も
に
連
携
し
て
協
力
し
合
い
、
ウ

イ
グ
ル
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
第
四
回
代
表
大
会 

 

五
月
一
四
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
、
東
京
都
内
に
て
世
界

ウ
イ
グ
ル
会
議
第
四
回
代
表
者
大
会
、
さ
ら
に
は
同
一
八
日
か

ら
二
〇
日
の
日
程
で
、
第
六
回
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
協
会
か
ら
は
日
本
全
権
代
表
で
も
あ
る
イ
リ
ハ
ム
会
長
が

参
加
、
ま
た
協
会
メ
ン
バ
ー
も
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
全
日
程
に
渡
り
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
を
応

援
す
る
日
本
人
の
会
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
感
謝
の
念
を
お
伝
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(

大
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
２
頁
、
５
頁
に
掲
載
の
報
告
を
是

非
お
読
み
下
さ
い
。)

 

 

協
会
年
次
総
会
開
催 

 

六
月
二
四
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
年
次
総
会
が
協
会
事

務
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
長
挨
拶
の
の
ち
、
一
年
間
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
監

査
報
告
、
さ
ら
に
次
年
度
活
動
予
定
が
報
告
さ
れ
、
す
べ
て
滞

り
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
書
類
に
ま
と
め
た

上
、
東
京
都
に
提
出
い
た
し
ま
す
。 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
２
春
夏 

  

 

ウイグル問題に取り組むための国会議員連盟が、日本で初めて発足。 

自民党本部で行われた設立総会後の記念撮影。 

 

 

東京都庁で行われた日本ウイグル地方議員連盟

設立総会。 

決意も新たに記念撮影。 
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ま
ず
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆
様
に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

思
い
が
け
ず
、
中
国
政
府
の
大
き
な
反
発
や
、
尖
閣
問
題
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
及
び
世
界
中
で
今
回
の
代
表
大
会
が

報
道
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
な
反
響
と
と
も
に
今
後
の
日

本
と
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
日
本
と
中
国
の
関
係
に
お
い
て
歴
史

的
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
代
表
大
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
ご
協
力

下
さ
っ
た
皆
様
の
お
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
し
た
。 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
、
ど
こ
の
団
体
様
で
も
ほ
と
ん
ど
そ

う
で
す
が
、
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
仕
事
の
合
間
に

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
発
足
し
て
わ
ず
か
数
年
と
、
経

験
も
未
熟
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
国
際
会
議
を
招
聘
す

る
に
は
何
も
か
も
が
足
り
な
い
状
況
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
と
ご

心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
は
、
反
省
し
、
ま
た
深
い
感
謝

と
と
も
に
貴
重
な
経
験
と
し
て
、
次
へ
の
糧
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

会
議
や
関
連
行
事
等
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
や
会
長
の

報
告
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
場
で
は
随
行
し
て

い
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
視
点
で
会
期
中
の
雰
囲
気
な
ど
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
総
裁
の
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
さ
ん
が
来
日
す
る
ま

で
が
非
常
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
状
況
で
し
た
。 

公
式
に
日
本
政
府
は
民
間
の
活
動
に
関
与
し
な
い
と
の
答
え

を
出
し
た
わ
け
で
す
が
、
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ
る
の
が
日
程
の
直

前
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
目
で
ラ
ビ
ア
さ
ん
の
姿
を
確
認

す
る
ま
で
は
気
が
気
で
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。 

結
果
、
無
事
入
国
が
で
き
、
奇
し
く
も
日
本
政
府
（
外
務
省
）

の
対
応
が
毅
然
と
し
た
態
度
で
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
さ
ら
に
中
国
政
府
の
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

は
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
日
本
人
と
し
て
こ
の
国
に
つ
い
て
憂

慮
と
と
も
に
な
ん
と
も
滑
稽
な
結
果
で
あ
り
、
こ
の
件
か
ら
読

み
取
る
日
中
関
係
に
つ
い
て
だ
け
で
も
、
政
府
だ
け
で
な
く
各

省
庁
、
他
国
と
の
関
係
な
ど
複
雑
な
背
景
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
、

難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
回
の
代
表
大
会
で
は
一
八
ヶ
国
、
一
〇
〇
人
を
超

え
る
ウ
イ
グ
ル
人
が
来
日
し
ま
し
た
が
、
私
自
身
現
地
に
行
っ

た
こ
と
が
な
い
た
め
、
こ
ん
な
に
大
勢
の
ウ
イ
グ
ル
人
と
お
会

い
し
た
こ
と
が
初
め
て
で
、
ま
ず
率
直
に
お
会
い
で
き
た
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

空
港
に
て
手
作
り
の
ボ
ー
ド
を
手
に
迎
え
ま
す
と
、
誰
も
が

素
晴
ら
し
い
笑
顔
で
こ
ち
ら
に
来
て
く
だ
さ
り
、
歓
迎
す
る
と

こ
ろ
が
、
逆
に
握
手
や
ハ
グ
を
交
え
、
熱
烈
な
感
謝
の
気
持
ち

を
い
た
だ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

来
日
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
は
英
語
が
話
せ
る
方
が
半
分
ほ
ど

で
、
私
は
日
本
語
し
か
話
せ
ず
、
言
葉
に
つ
い
て
は
大
き
な
不

安
要
素
で
し
た
が
、
通
訳
で
き
る
方
を
介
し
た
り(

日
本
語
の
話

せ
る
ウ
イ
グ
ル
人
も
数
名
来
日
さ
れ
ま
し
た
）
期
間
中
は
互
い

に
カ
タ
コ
ト
の
英
語
やi

 
p
a
d

や
パ
ソ
コ
ン
の
翻
訳
機
能
な
ど

を
駆
使
し
た
り
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
と
、
挨
拶
は
ウ

イ
グ
ル
語
、
あ
と
は
身
振
り
手
振
り
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

期
間
中
は
ほ
ぼ
毎
日
、
日
本
で
は
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
に
関

す
る
報
道
が
な
さ
れ
、
新
聞
記
事
を
見
せ
て
は
ウ
イ
グ
ル
人
か

ら
「
素
晴
ら
し
い
！
や
っ
た
！
」
と
歓
声
が
上
が
り
、
「
こ
の 

 

代表大会参加者の宿舎となるホテルの会議室、

受け入れ準備に追われるドルクン氏とスタッ

フら。 

レ
ポ
ー
ト 

ス
タ
ッ
フ
か
ら
見
た 

「
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
第
四
回
代
表
者
大
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
会
ス
タ
ッ
フ 

古
川 

 

 

 

ラビア氏来日。空港の到着口は出迎えの人々や報道陣

で騒然となる。一方スタッフは空港警察と連携し安全

な予定ルートの確保に奔走。 
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日
本
の
ウ
イ
グ
ル
運
動
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
ウ

イ
グ
ル
に
は
素
晴
ら
し
い
文
化
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
文
化
を
伝

え
る
こ
と
も
民
族
浄
化
の
真
っ
只
中
に
あ
る
彼
ら
に
と
っ
て
非

常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。 

関
連
行
事
の
「
ウ
イ
グ
ル
音
楽
祭
」
で
は
、
伝
統
的
な
演
奏
、

踊
り
に
感
動
し
た
ば
か
り
か
、
最
後
に
観
客
の
皆
さ
ん
と
踊
っ

た
り
、
美
し
い
ウ
イ
グ
ル
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
演
者
と
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
日
本
人
が
ウ
イ
グ
ル
の
文
化
に
触
れ

る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ
く
他
の
関
連
行
事

で
ウ
イ
グ
ル
料
理
を
初
め
て
食
べ
た
と
い
う
日
本
人
の
方
は

「
こ
れ
が
羊
の
肉
？
全
然
臭
み
が
な
く
、
と
て
も
美
味
し
い

わ
！
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

言
語
、
宗
教
、
音
楽
、
料
理
、
歴
史
、
政
治
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、

今
も
続
く
人
権
弾
圧
の
現
状
、
亡
命
と
難
民
。
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
支
援
す
る
こ
と
が
全
て
彼
ら
の
助
け
に
な
り
ま
す
。
今
回

の
代
表
大
会
の
成
果
と
と
も
に
、
彼
ら
を
ど
う
救
う
か
を
支
援

者
の
皆
様
と
と
も
に
今
後
も
考
え
、
そ
し
て
諦
め
ず
継
続
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
、
必
ず
彼
ら
の
手
に
自
由
を
取
り
戻
す

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。 

今
後
と
も
ど
う
か
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
、
一
刻

も
早
く
彼
ら
が
弾
圧
か
ら
開
放
さ
れ
る
よ
う
、
と
も
に
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

 

記
事
、
コ
ピ
ー
じ
ゃ
な
く
持
っ
て
帰
り
た
い
！
」
と
の
希
望
で
、

近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
を
ま
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
は
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
い
か
に
日
本
を
ふ
く
め
て
世
界

が
「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」
に
つ
い
て
向
き
合
っ
て
な
い
か
、
注
目

し
て
い
な
い
か
の
裏
返
し
で
も
あ
り
、
今
回
の
機
会
で
報
道
さ

れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
が
、
現
在
進
行

形
で
続
く
過
酷
な
弾
圧
の
現
地
を
思
う
と
、
現
状
は
厳
し
く
、

胸
が
痛
み
ま
し
た
。 

 

来
日
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人
含

め
、
家
族
、
親
戚
、
友
人
と
の
悲
し
い
弾
圧
の
経
験
を
し
て
い

ま
す
。
今
回
お
話
し
た
方
で
も
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
方
、
母
親

と
何
十
年
も
会
え
な
い
方
、
自
身
の
投
獄
、
亡
命
経
験
が
あ
る

方
な
ど
、
様
々
に
辛
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
彼
ら
は
、
世
界
に
ウ
イ
グ
ル
の
現
状
に
つ
い
て
ま
ず

知
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
す
。
伝
え
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
す
。 

 

そ
れ
が
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
か
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
彼

ら
自
身
の
経
験
し
た
話
を
伝
え
る
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
ウ
イ
グ
ル

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
そ
れ
を
日
本
で
や
る
こ
と
の
意
義
が
必
ず
あ
る
と
の

思
い
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。 

 

帰
国
時
、
彼
ら
は
来
日
時
よ
り
強
い
握
手
と
ハ
グ
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
「
ず
っ
と
日
本
に
来
た
か
っ
た
。
日
本
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
日
本
は
も
う
ホ
ー
ム
だ
よ
。
あ
な
た
は
家
族
だ
よ
。
あ
り

が
と
う
。
あ
り
が
と
う
。
ま
た
必
ず
来
る
よ
。
」 

私
は
、
彼
ら
が
本
当
の
ホ
ー
ム
に
帰
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
ま
ず

彼
ら
の
ホ
ー
ム
に
近
い
日
本
が
彼
ら
に
と
っ
て
そ
の
望
み
を
叶

え
ら
れ
る
場
所
に
な
る
よ
う
、
日
本
に
お
け
る
今
後
の
ウ
イ
グ
ル

運
動
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

 

ホテルに到着、仮設の受付にて参加者手続きを行い、

ID パスなどを受け取るラビア氏。 

 

都内のデモ行進の後、中国大使館前での抗議活動。 

今まで協会が行ってきた抗議の時よりも、入念な

ボディチェックが行われる。同時に抗議できるの

は５人まで、という「ルール」はいつも通り。 
 

5 月 14 日の懇親会で披露され

たウイグルの音楽と舞踊。ウ

イグル民族の継承してきた歴

史と文化の片鱗を垣間見る。 
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調
査
方
法
な
の
で
す
。 

  

そ
れ
は
中
国
側
の
調
査
員
に
よ
る
「
面
接
聴
取
法
」
と
い
う

調
査
方
法
で
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
日
本
側
が
行
っ
て
い
る
「
訪

問
留
置
回
収
法
」
の
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
き
始
め
て
か

ら
提
出
し
、
そ
れ
が
回
収
さ
れ
る
ま
で
、
限
り
な
く
他
人
の
目

の
届
か
な
い
場
所
で
行
わ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
（
中
国
で
は

そ
れ
も
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
）
と
思
う
の
で
す
が
、
中
国
で

は
調
査
関
係
者
が
面
接
で
対
象
者
に
意
見
聴
取
す
る
方
法
を
取

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

さ
て
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
調
査
対
象
者
が
自

ら
の
意
見
を
本
心
か
ら
述
べ
る
事
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
。
答

え
る
べ
き
回
答
が
、
例
え
ば
日
本
の
家
電
製
品
の
性
能
に
つ
い

て
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
正
直
に
回
答
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
は
明
ら
か
に
政
治
的
な
意
図
を
持
つ
質
問

の
応
酬
な
の
で
す
。
本
音
を
言
う
事
は
不
可
能
に
近
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
国
側
の
回
答
は
数
字

が
改
竄
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
別
問
題
と
し
て
、
中
国
の

一
般
の
人
々
の
心
の
中
を
投
影
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
す
。 

  

さ
ら
に
、「
日
中
共
同
世
論
調
査
」
の
本
当
の
意
図
と
は
何
か

を
考
え
て
み
ま
す
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
本
当
の
理
由
は
「
中
国
側
（
対
日
工
作
機
関
）
が
日
本

の
世
論
状
況
を
把
握
す
る
為
の
ツ
ー
ル
」
と
し
て
の
機
能
の
み

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

前
述
の
よ
う
に
、
中
国
と
い
う
言
論
の
自
由
が
限
り
な
く
制

限
さ
れ
て
い
る
国
で
は
「
民
意
」
や
「
世
論
」
を
こ
の
よ
う
な

形
の
調
査
（
し
か
も
面
接
式
）
の
方
法
で
、
し
か
も
数
字
で
得

調
査 

 

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
実
際
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
Ｈ
Ｐ
ア
ク

セ
ス
も
通
常
の
二
〇
倍
に
な
り
、
ウ
イ
グ
ル
問
題
を
周
知
す
る

上
で
は
絶
好
の
日
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
世
論
調
査
に
は
時

期
的
に
も
そ
の
反
映
は
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
少
し
残
念
な
気
持
ち
で
は
あ
り
ま
す
。 

  

１
．
こ
の
調
査
は
誰
の
為
に
、
何
の
為
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

  

こ
の
調
査
の
目
的
の
欄
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
調
査
の
目
的
は
、
日
中
両
国
民
の
相
互
理
解
や
相
互
認
識
の

状
況
や
変
化
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
」。
私
は
、
結

果
と
し
て
出
た
数
字
に
つ
い
て
の
信
頼
性
全
て
を
疑
う
こ
と
を

す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
字
を
疑
っ
て
し
ま
う
と
、
調

査
そ
の
も
の
の
「
意
味
」
を
読
み
解
け
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。 

気
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
日
中
共
同
世
論
調
査
に
お
け
る 

 

今
回
発
表
さ
れ
た
「
第
八
回
日
中
共
同
世
論
調
査
結
果
」（
主

催
：
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
中
国
日
報
社
）。
こ
の
世
論
調
査
は
二
〇
〇

五
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
が
八
回
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
結
果
の
雑
感
と
、
私
個
人
の
思
う
と
こ
ろ
を
論
じ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
色
々
と
見
て
み
る
と
、
非
常
に
興
味
深
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
全
て
を
論
じ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
、
今
回
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
部
分
を
列
記

し
て
雑
感
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
是
非
皆
様
も

言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
読
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

今
回
は
、『
こ
の
調
査
は
誰
の
為
に
、
何
の
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
』
。
そ
し
て
、
『
尖
閣
に
領
土
問
題
は
存
在
し
て
い
る

日
本
人
「
六
二
％
」
の
意
味
』
を
論
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
世
論
調
査
を
受
け
て
行
わ
れ
る
「
東
京-

北
京
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
も
、
主
催
す
る
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
非
政
治
性

を
謳
い
な
が
ら
も
、
極
め
て
政
治
的
な
意
図
を
持
っ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

又
、
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
期
間
は
四
月
二
二

日
か
ら
五
月
一
四
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
個

人
的
な
物
言
い
で
大
変
恐
縮
な
の
で
す
が
、
も
う
一
週
間
ほ
ど
、

日
本
側
の
調
査
期
間
が
延
び
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
五
月
一
四
日
は
あ
の
「
世
界
ウ
イ
グ

ル
会
議
第
四
回
代
表
大
会
」
の
開
会
式
で
あ
り
、
ラ
ビ
ア
・
カ

ー
デ
ィ
ル
総
裁
の
ウ
イ
グ
ル
の
現
状
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

姿
が
、
全
て
の
地
上
波
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
か
ら
日
で 

「第
八
回
日
中
共
同
世
論
調
査
結
果
」を
読
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
会
監
事 

廣
瀬 

 

言論 NPO の HP（http://www.genron-npo.net/）より、

一部を抜粋。2012.7.2 閲覧 

（著作権法第 32条に基づく引用） 
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又
、
さ
ら
に
そ
の
直
後
の
設
問
「
日
本
国
民
が
考
え
る
日
中
関

係
の
懸
念
材
料
」
の
中
に
も
「
領
土
問
題
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

こ
こ
で
も
六
九
％
の
調
査
対
象
の
日
本
国
民
が
懸
念
材
料
と
し

て
回
答
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
来
で
あ
れ
ば
「
領
土
問
題
」
と
い
う
項
目
で
は
な
く
、
「
尖

閣
諸
島
沖
に
お
け
る
中
国
漁
船
の
領
海
侵
犯
問
題
」
で
あ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
一
色
正
春
氏
が
職
を
賭
し
て
公
開
に
踏
み

切
っ
た
あ
の
映
像
が
何
よ
り
も
証
明
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。 

こ
の
設
問
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
字
が
出
て
、
確
実
に
そ
の
利
を

得
る
の
は
中
国
側
で
す
。
考
え
す
ぎ
だ
と
指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
は
、
こ
の
数
字
を
中
国
側
が
恣
意
的
に
利
用
す
る

可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

中
国
と
し
て
は
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
芸

能
人
や
文
化
人
に
対
す
る
工
作
（
詳
細
は
青
木
直
人
先
生
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
一
二
作
目
、
「
中
国
の
対
日
文
化
人
工
作
の
実
態
」
を
参
照
）

や
、
「
パ
ン
ダ
」
な
ど
で
は
、
も
う
日
本
国
民
の
対
中
感
情
は
良

化
す
る
こ
と
は
な
い
と
分
析
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
で
は
、
ど
の

よ
う
な
策
を
講
じ
て
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
続
け
る
の

か
。 私

は
、
日
本
国
民
の
「
尖
閣
諸
島
に
領
土
問
題
は
存
在
す
る
」

と
い
う
「
世
論
」
と
、
日
本
国
の
見
解
で
あ
り
揺
ぎ
無
い
事
実
で

あ
る
「
尖
閣
諸
島
は
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
領
土
問
題
は

存
在
し
な
い
」
と
い
う
矛
盾
を
突
く
と
い
う
ツ
ー
ル
を
今
回
中
国

は
手
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
ツ
ー
ル
を
一
つ

の
武
器
に
し
て
、
日
本
政
府
に
「
交
渉
」
を
求
め
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

そ
う
な
る
と
ア
メ
リ
カ
の
動
き
も
気
に
な
り
ま
す
が
、
軍
事
的

脅
威
で
は
な
く
、
日
中
間
の
「
交
渉
事
」
で
あ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
も

そ
う
簡
単
に
コ
ミ
ッ
ト
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。 

 

 

２
．
日
中
間
に
領
土
問
題
は
存
在
し
て
い
る
の
か
？
こ
の
質
問

の
意
味
を
探
る 

  

公
表
さ
れ
た
世
論
調
査
の
結
果
の
中
で
、
私
が
個
人
的
に
一

番
気
に
な
っ
た
の
が
、
歴
史
認
識
や
経
済
関
係
以
上
に
「
今
回

初
め
て
追
加
さ
れ
た
質
問
で
あ
る
」
と
報
告
書
に
明
記
さ
れ
て

い
る
「
日
中
間
に
領
土
問
題
は
存
在
し
て
い
る
の
か
？
」
と
い

う
設
問
で
し
た
。
こ
の
設
問
に
は
、
調
査
対
象
者
の
日
本
国
民

の
六
二
％
が
、
尖
閣
諸
島
に
お
い
て
「
領
土
問
題
は
存
在
し
て

い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
設
問
で
気
に
な
る
の
は
、「
日
本
は
尖
閣
に
お
い
て
領
土

問
題
は
存
在
し
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
一
貫
し
た
政
府
見
解

で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
質
問
が
こ
こ

で
為
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
尖
閣
諸
島
は
日
本
固
有

の
領
土
で
あ
る
こ
と
は
揺
ぎ
無
い
事
実
な
の
で
す
が
、
日
本
国

民
の
６
２
％
が
尖
閣
諸
島
は
「
領
土
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

  

る
事
は
困
難
な
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
側
が
そ
の
結
果

を
材
料
に
し
て
、
当
初
の
調
査
の
目
的
を
達
成
出
来
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
。「
共
同
」
と
は
言
い
な
が
ら
、
日
本
側
に
と
っ
て
は

大
し
た
利
益
の
な
い
世
論
調
査
だ
と
言
え
ま
す
。 

  

し
か
し
中
国
側
か
ら
は
ど
う
見
え
る
か
。
確
実
に
こ
の
調
査

結
果
は
、
例
え
中
国
に
と
っ
て
望
ま
ざ
る
数
字
が
出
て
も
有
益

で
あ
る
は
ず
で
す
。 

中
国
は
極
め
て
仔
細
に
日
本
人
の
対
中
感
情
の
変
化
、
動
静

を
観
察
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
お
け
る
対
中
国
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
（
九
項
目
三
九

の
設
問
）
か
ら
一
気
に
日
本
の
世
論
の
対
中
国
感
情
が
チ
ェ
ッ

ク
出
来
る
世
論
調
査
は
こ
の
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ

ー
が
行
う
「
日
中
共
同
世
論
調
査
」
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。 

外
務
省
も
「
外
交
に
対
す
る
世
論
調
査
」
と
い
う
世
論
調
査

を
半
年
に
一
回
程
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
国
に
対

し
て
の
具
体
的
な
設
問
は
一
項
目
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  

こ
の
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
お
け
る
「
世
論
調
査
」
と
そ
れ
に
付
随

す
る
形
で
日
中
の
有
識
者
が
集
ま
り
議
論
を
行
う
「
東
京-

北
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
始
っ
た
の
は
二
〇
〇
五
年
で
し
た
。 

二
〇
〇
五
年
は
、
中
国
国
内
で
反
日
デ
モ
が
起
こ
り
日
中
関

係
は
経
済
、
政
治
双
方
の
側
面
か
ら
一
気
に
冷
え
込
ん
だ
時
期

だ
っ
た
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
泉
首
相

の
靖
国
参
拝
を
日
本
国
民
の
多
く
が
支
持
し
、
こ
の
現
状
に
対

し
て
中
国
が
強
い
危
機
感
を
感
じ
た
年
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て
こ
の
「
日
中

共
同
調
査
」
と
「
東
京-

北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
始
さ
れ
た
。

無
関
係
で
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

 

 

1910 年頃尖閣諸島で撮影された

島民らと日章旗。 

  （画像：Wikipedia） 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/c/c1/Senkaku_bonito.jpg


 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て
お
り
、
現
在
の
日
本
側
メ
ン
バ
ー
に
キ
ー
マ
ン
と
言
わ
れ
て

い
る
人
物
で
す
。
又
、
昨
年
六
月
二
三
日
に
産
経
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
「
金
曜
討
論
～
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
継
続
の
是
非
～
」
に
お

い
て
、
復
活
継
続
の
論
陣
を
張
ら
れ
た
方
（
全
面
停
止
の
主
張

で
紙
面
に
登
場
し
た
の
は
青
木
直
人
先
生
）
だ
と
い
う
事
も
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

又
、
最
近
に
な
っ
て
復
活
し
た
「
旧
日
本
軍
遺
棄
化
学
兵
器

処
理
事
業
」
に
お
い
て
も
、
唯
一
専
門
外
の
立
場
で
あ
り
な
が

ら
こ
の
事
業
の
有
識
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。 こ

の
旧
日
本
軍
遺
棄
化
学
兵
器
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

「
戦
後
賠
償
」
と
い
う
形
で
と
っ
て
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
日
本
側
の
企
業
が
受
注
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
公
開

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
中
国
側
が
受
注
し
た
案
件
に
つ
い
て
は

随
意
契
約
・
競
争
入
札
と
も
に
企
業
名
が
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、

極
め
て
使
途
が
不
明
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の

会
議
の
中
で
は
、
中
国
側
の
広
報
・
代
弁
者
と
疑
わ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
主
張
に
終
始
し
て
お
り
、
そ
の
資
質
を
疑
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。 

  

今
回
は
、
第
八
回
日
中
世
論
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
雑
感
に

つ
い
て
書
い
て
み
ま
し
た
。
何
せ
素
人
の
物
言
い
で
あ
り
、
大

仰
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
点
は
お
許
し
下
さ
い
。
今
回
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て

頂
い
た
、
非
政
治
性
を
謳
う
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の
「
日
中
共
同

世
論
調
査
」
と
、
「
東
京-

北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
け
る
結
果

が
、
今
後
の
対
中
政
策
と
、
中
国
の
対
日
外
交
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
は
今
後
も
追
い
か
け
て
み
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
こ
の
問
題
を
指
摘
し
た
際
に
、『
領
土

問
題
が
存
在
「
す
る
・
し
な
い
」
の
定
義
を
良
く
理
解
し
な
い

ま
ま
答
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
か
』
と
い
う
レ

ス
ポ
ン
ス
を
頂
き
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
中
国
側
に
し
て
み
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
尖
閣
諸
島
に
対
し
て
の
認
識
の
希
薄
さ

は
好
都
合
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
世
論
調
査
は
、
あ
く
ま
で

発
表
さ
れ
る
「
数
字
」
が
重
要
で
あ
り
、
調
査
対
象
者
で
あ
る

日
本
国
民
一
人
一
人
の
胸
の
内
に
つ
い
て
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ

ー
に
は
な
り
得
な
い
の
で
す
か
ら
。 

  

今
後
、
尖
閣
諸
島
を
巡
っ
て
中
国
が
ど
の
よ
う
な
攻
勢
を
掛

け
て
く
る
の
か
（
軍
事
侵
攻
を
煽
ら
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、
そ

の
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
近
い
で
し
ょ
う
）
を
注
目
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 ３

．「
東
京-

北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
集
う
財
界
人
と
東
ア
ジ
ア
共

同
体
論
者
た
ち 

  

こ
の
「
日
中
共
同
世
論
調
査
」
に
付
随
す
る
形
で
「
東
京-

北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
国
際
会
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
「
日
中
共
同
世
論
調
査
」
と
同
じ
く
、
今
回
が
八
回

目
に
な
り
ま
す
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
完
全
に
「
今
は
、
日
本

と
中
国
は
何
が
あ
っ
て
も
友
好
関
係
を
保
つ
べ
き
」
、
「
狭
隘
な

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
日
本
に
蔓
延
す
る
こ
と
は
残
念
」
と
い
う
、

極
め
て
狭
隘
な
視
点
で
し
か
答
え
の
出
な
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
沢
山
い
る
の
で
す
が
、
私

が
存
じ
上
げ
て
い
る
だ
け
で
も
、
中
国
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て

い
る
財
界
人
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
目
指
す
学
者
、
識
者
が 

殆
ど
で
あ
り
、
こ
れ
で
中
国
側
と
フ
ェ
ア
で
事
実
関
係
を
ぶ
つ

け
合
う
議
論
が
出
来
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
ど
う
し
て
も
湧
い

て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 

 

今
回
の
「
東
京-

北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
実
行
委
員
長
は
、
経

済
同
友
会
終
身
幹
事
で
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
元
会
長
の
小
林
陽
太

郎
氏
。
小
林
氏
は
外
務
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
「
新
日
中
友
好

二
一
世
紀
委
員
会
」
の
日
本
側
の
座
長
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、

小
泉
元
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
を
公
然
と
批
判
し
た
こ
と
は
有

名
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
東
京
大
学
の
高
原
明
生
教
授
、
こ
の
方
も
前
出
の

小
林
氏
同
様
、「
新
日
中
友
好
二
一
世
紀
委
員
会
」
に
選
出
さ
れ 

  

 

第８回日中共同世論調査結果から「一年間の相手国に

対する印象」 

（著作権法第 32条に基づく引用） 
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元
国
使
の
杜
世
忠
ら
五
名
は
常
立
寺
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

に
元
使
塚
が
作
ら
れ
弔
わ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
文
字
も
縦
文

字
の
古
代
ウ
イ
グ
ル
文
字
を
元
と
し
て
お
り
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の

時
代
に
モ
ン
ゴ
ル
に
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
満

州
、
オ
イ
ラ
ー
ト
へ
と
モ
ン
ゴ
ル
文
字
、
満
州
文
字
、
ト
ド
文

字
と
し
て
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
南
モ
ン
ゴ
ル

（
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
）
の
モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
モ
ン
ゴ
ル
人
た

ち
は
ウ
イ
グ
ル
文
字
と
呼
ぶ
。 

 

古
代
ウ
イ
グ
ル
文
字
と
現
代
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
間
に
は
か
な

り
の
差
が
あ
り
直
接
移
行
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

現
代
ウ
イ
グ
ル
語
の
直
接
の
元
に
な
っ
た
の
は
チ
ャ
ガ
タ
イ

語
で
あ
る
。
同
じ
ア
ラ
ビ
ア
文
字
系
の
文
字
を
使
う
テ
ュ
ル
ク

系
の
言
語
だ
が
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
語
彙
も
多
く
か
な
り
差
異
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

チ
ム
ー
ル
帝
国
の
公
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
語

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
死
語
と
な
っ
て
い
る
。 

死
語
と
は
言
っ
て
も
解
読
さ
れ
て
い
な
い
文
字
で
は
な
く

「c
h
a
g
ha
t
ay
 t
i
ll
i
ng
 i
z
ah
li
q
 l
u
gh
i
ti

」（「
チ
ャ
ガ
タ
イ

語
詳
解
辞
典
」
新
疆
人
民
出
版
）
な
ど
詳
し
い
資
料
が
出
版
さ

れ
て
い
る
た
め
ウ
イ
グ
ル
語
を
通
し
て
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
を
理
解

す
る
の
は
可
能
だ
。 

私
自
身
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
は
学
習
し
て
い
な
い
が
、
現
代
ウ
イ

グ
ル
語
よ
り
ペ
ル
シ
ャ
語
の
影
響
が
強
い
と
言
わ
れ
ウ
イ
グ
ル

語
か
ら
学
習
す
る
の
は
大
変
だ
と
聞
い
て
い
る
。 

 

歴
史
を
研
究
す
る
に
は
複
数
の
言
語
の
取
得
が
必
要
だ
が
、

一
般
の
人
に
は
難
し
く
学
者
、
研
究
者
の
役
割
に
な
ろ
う
。
チ

ャ
ガ
タ
イ
語
と
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
の
関
連
、
変

化
の
経
緯
な
ど
は
知
り
た
い
と
思
う
。 

 

ウ
イ
グ
ル
の
文
字
は
古
代
ウ
イ
グ
ル
語
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
、

現
代
ウ
イ
グ
ル
語
と
変
遷
し
て
き
た
。 

か
つ
て
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
あ
っ
た
ウ
イ
グ
ル
帝
国
か
ら
現

在
の
ウ
イ
グ
ル
民
族
ま
で
ど
の
程
度
の
関
連
が
あ
る
の
か
に
つ

い
て
は
学
者
に
よ
り
見
解
が
異
な
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
帝
国
の
崩

壊
後
、
現
在
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
移
住
し
現
地
の
住
民
と
混

ざ
り
現
在
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
至
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
こ
と
と

思
う
。 

 

ウ
イ
グ
ル
帝
国
の
崩
壊
後
、
現
在
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
東
部

へ
移
住
し
て
き
た
遺
民
は
ウ
イ
グ
ル
王
国
を
建
国
し
た
。 

ウ
イ
グ
ル
王
国
の
人
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
お
い
て
色
目

人
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
遊
牧
民
族
で
あ
る

モ
ン
ゴ
ル
人
は
中
国
で
の
支
配
に
お
い
て
す
で
に
定
住
民
族
と

な
っ
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
王
国
か
ら
の
人
材
、
文
化
な
ど
に
頼
っ

て
い
た
。
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
は
元
寇
の
前
に
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
の
元
国
使
に
は
ウ
イ
グ
ル
王
国
出
身
者
が
お
り
鎌
倉
幕
府

に
よ
り
斬
殺
さ
れ
た
。
刑
場
の
「
龍
の
口
」
に
は
現
在
、
龍
口

寺
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
が
建
っ
て
い
る
。 

 

１
．
本
書
の
概
要 

 

ウ
イ
グ
ル
語
に
関
す
る
書
籍
は
極
め
て
少
な
く
、
教
科
書
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
「
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
４
週
間
」（
竹

内
和
夫
著
、
大
学
書
林
）
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、「
現
代
ウ

イ
グ
ル
語
４
週
間
」
は
そ
れ
ほ
ど
分
か
り
や
す
い
本
で
は
な
く
、

ウ
イ
グ
ル
語
に
関
す
る
本
は
過
去
に
お
い
て
も
極
め
て
少
な

い
。
し
か
し
一
九
四
四
年
に
す
で
に
日
本
語
で
書
か
れ
た
ウ
イ

グ
ル
語
の
教
科
書
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
本
書
（
鷲
見 

秀
芳
著
、
龍
文
書
局
発
行
）
で
あ
る
。 

一
九
四
〇
年
代
の
ウ
イ
グ
ル
に
関
す
る
こ
と
は
不
明
点
が
多

い
た
め
推
論
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を

い
く
つ
か
述
べ
て
見
た
い
と
思
う
。 

 

本
書
を
ウ
イ
グ
ル
語
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
み
る
と
最
初
に
ウ

イ
グ
ル
文
字
の
表
が
あ
り
本
文
は
ロ
ー
マ
字
で
文
型
を
説
明

し
、
最
後
に
単
語
が
載
っ
て
お
り
教
科
書
と
し
て
十
分
使
え
る

も
の
で
あ
る
。 

現
代
ウ
イ
グ
ル
語
と
比
較
し
て
み
る
と
ま
ず
ウ
イ
グ
ル
文
字

の
一
部
の
文
字
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
単
語
の
音
節
の
最
初

の
母
音
に
つ
く
ハ
ム
ザ
と
呼
ば
れ
る
記
号
が
現
代
ウ
イ
グ
ル
語

に
は
あ
る
が
こ
の
本
の
ウ
イ
グ
ル
語
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
、
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
は
改
良
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

ま
た
現
代
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
古
い
文
献
を
読
む
と
き
は
古
い

文
字
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
七
割
程
度
の
理
解
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

２
．
ウ
イ
グ
ル
語
の
変
遷 

 

「
中
央
ア
ジ
ア 

ト
ル
コ
語 

～
カ
シ
ュ
ガ
ル
方
言
の
研
究
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
・
Ｓ 

 

中央アジア トルコ語 カシュガル方言の研究 

鷲見 秀芳著            龍文書局 
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哈
密
館
は
清
朝
時
代
に
ク
ム
ル
の
王
府
の
北
京
別
邸
と
し
て

立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
更
に
南
西
方
向
に
進
む
と
回

子
営
（
現
在
の
北
京
市
西
城
区
）
と
い
う
清
朝
時
代
の
ウ
イ
グ

ル
人
居
住
地
域
が
あ
っ
た
。 

回
子
営
の
住
民
は
同
化
が
進
ん
で
い
た
も
の
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
で
あ
り
ウ
イ
グ
ル
人
が
活
動
す
る
に
は
良
い
場
所
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。 

回
子
営
に
は
回
回
営
浄
清
寺
（
モ
ス
ク
）
が
あ
り
当
事
ウ
イ

グ
ル
人
が
礼
拝
に
来
て
い
た
と
い
う
。 

現
在
、
哈
密
館
は
壊
さ
れ
て
残
っ
て
い
な
い
、
回
子
営
も
当

時
の
面
影
は
す
で
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

当
時
は
中
国
大
陸
に
お
い
て
日
本
の
特
務
機
関
が
活
発
に
活

動
し
て
い
た
。 

戦
後
は
特
務
機
関
関
係
者
で
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
は
西
川

一
三
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
は
内
蒙
古
ア
バ
カ
会
な
ど
活
動
の

一
旦
を
報
告
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
ウ
イ
グ
ル
に
関
し
て
は

極
め
て
情
報
が
少
な
い
。
小
村
不
二
男
（
西
北
回
教
連
合
会
、

西
北
事
情
研
究
所
）
、
竹
内
義
典
（
竹
内
公
館
）
、
須
田
正
継
（
須

田
公
館
、
西
北
事
情
研
究
所
）
ら
は
北
京
、
フ
フ
ホ
ト
で
ウ
イ

グ
ル
人
活
動
家
と
会
っ
て
い
た
事
は
分
か
る
も
の
の
と
て
も
情

報
量
が
少
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

ま
た
戦
後
も
許
斐
氏
利
な
ど
経
済
活
動
し
て
い
る
の
に
比
べ

非
常
に
静
か
で
あ
る
。 

 小
村
不
二
男
は
興
亜
義
塾
蒙
古
班
の
築
山
力
と
一
緒
に
戦
後
、

活
動
を
復
活
さ
せ
た
よ
う
に
見
え
た
時
期
が
あ
る
が
後
に
築
山

力
と
は
袂
を
分
か
っ
た
。
そ
の
組
織
は
今
も
あ
る
が
政
治
活
動

を
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。 

 

し
か
し
外
か
ら
見
る
に
研
究
成
果
は
あ
ま
り
一
般
の
人
に
は

理
解
さ
れ
る
よ
う
公
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
な
い
。 

現
在
の
ウ
イ
グ
ル
は
中
国
の
管
理
下
に
あ
り
「
新
疆
言
語
文

字
研
究
指
導
委
員
会
」
が
一
九
五
四
年
の
三
月
の
ア
ラ
ビ
ア
文

字
正
書
法
を
発
表
し
て
以
来
何
度
か
正
書
法
が
発
表
さ
れ
文

字
が
改
変
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

本
書
の
ウ
イ
グ
ル
文
字
は
、
現
在
の
文
字
と
は
異
な
る
が
、

一
九
三
〇
年
代
に
書
か
れ
た
ウ
イ
グ
ル
語
教
本
の
「a

-
b
 

k
i
t
ap

」
と
い
う
本
に
記
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
文
字
と
一
緒

で
あ
り
、
本
書
は
こ
の
時
代
の
文
字
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え

る
。 

３
．
本
書
が
書
か
れ
た
当
時
の
背
景 

作
者
の
鷲
見
秀
芳
で
あ
る
が
北
京
師
範
大
学
講
師
と
本
書

に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
北
京
師
範
大
学
は
当
時
日
中
戦
争
の
た
め
北
京
か

ら
陝
西
省
そ
れ
か
ら
雲
南
省
昆
明
へ
移
転
し
名
称
も
西
南
連

合
大
学
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

 

つ
ま
り
一
九
四
〇
年
代
に
は
北
京
師
範
大
学
は
北
京
に
存
在

せ
ず
、
鷲
見
秀
芳
が
大
学
講
師
と
言
っ
て
い
る
の
は
少
し
不
自

然
に
感
じ
る
。 

鷲
見
秀
芳
は
鷲
見
東
観
と
も
い
い
、
イ
ン
ド
哲
学
が
専
門
。

ラ
ダ
ッ
ク
、
歌
手
ミ
ー
ル
の
本
も
書
い
て
お
り
愛
知
教
育
大
学

の
名
誉
教
授
、
ま
た
少
林
寺
拳
法
の
道
場
主
で
あ
っ
た
。
二
〇

〇
八
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 

鷲
見
は
本
書
の
著
述
に
関
し
て
協
力
を
感
謝
す
る
と
幾
人

か
に
対
し
て
述
べ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
る
人
名
は
竹
内
義
典

を
は
じ
め
と
し
て
対
ウ
イ
グ
ル
、
イ
ス
ラ
ム
工
作
を
し
て
い
た

人
物
名
が
多
く
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
ウ
イ
グ
ル
語
自
体
は
カ

シ
ュ
ガ
ル
出
身
の
ヤ
セ
ン
・
オ
グ
リ
・
ラ
ヒ
ム
大
尉
か
ら
学
ん

だ
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

ヤ
セ
ン
・
オ
グ
リ
・
ラ
ヒ
ム
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
不
明
だ

が
一
九
三
〇
年
代
に
民
族
運
動
を
し
た
マ
フ
ム
ー
ド
・
ム
フ
ー

テ
ィ
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
騎
兵
第
六
師
団
の
関
係
者
で
は
な
い
だ
ろ

か
と
思
う
。 

当
時
は
戦
争
中
で
あ
り
中
国
共
産
党
、
国
民
党
、
甘
粛
軍
閥

な
ど
割
拠
し
て
お
り
ウ
イ
グ
ル
人
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
北
京

間
を
簡
単
に
移
動
で
き
る
環
境
に
は
な
い
と
い
う
の
も
そ
の
理

由
の
一
つ
に
な
る
。 

ま
た
、
本
書
の
参
考
と
し
て
「
東
ト
ル
コ
語
初
等
会
話
読
本
」

（
興
亜
義
塾
）
が
使
わ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
東
ト
ル

コ
語
初
等
会
話
読
本
」
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
最
初
の
ウ
イ
グ

ル
語
に
関
す
る
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

興
亜
義
塾
も
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ウ
イ
グ
ル
な
ど

工
作
活
動
を
し
て
い
た
組
織
で
あ
る
。 

 
一
九
三
〇
年
代
の
ウ
イ
グ
ル
独
立
運
動
の
亡
命
者
た
ち
は
日

本
に
亡
命
し
て
き
て
お
り
東
京
と
中
国
で
は
北
京
、
フ
フ
ホ
ト

が
活
動
の
拠
点
に
な
っ
て
い
た
。 

 

東
京
で
は
現
在
の
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
ー
の
元
に
な
っ
た
東
京
モ

ス
ク
が
一
九
三
八
年
に
開
場
さ
れ
開
場
当
時
の
イ
マ
ー
ム
で
あ

る
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
三
代
目
の
イ
マ
ー
ム
と

し
て
カ
シ
ュ
ガ
ル
出
身
の
ム
ハ
マ
ン
ド
・
イ
ミ
ン
・
イ
ス
ラ
ー

ミ
ー
が
務
め
て
い
た
。 

日
本
に
亡
命
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
活
動
家
の
多
く
は
東
京

に
在
住
し
た
後
、
北
京
、
フ
フ
ホ
ト
へ
移
動
し
活
動
し
て
い
た
。 

 

北
京
は
当
時
日
本
の
勢
力
圏
に
あ
っ
た
。
北
京
は
ウ
イ
グ
ル

人
と
も
多
少
の
関
連
の
あ
る
場
所
で
現
在
の
西
単
（
天
安
門
広

場
か
ら
見
て
南
西
方
向
）
あ
た
り
に
哈
密
館
が
あ
っ
た
。 
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彼
は
活
動
家
、
軍
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
カ
シ
ュ
ガ
ル
時
代

に
軍
政
下
に
お
い
て
ウ
シ
ュ
ル
税
を
徴
収
し
そ
こ
か
ら
多
く
の

民
族
学
校
を
建
て
た
と
い
う
。
そ
ち
ら
の
事
柄
も
重
要
に
思
う
。 

さ
ら
に
エ
イ
サ
・
ユ
ス
プ
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
も
北
京
で
日
本

関
係
者
と
あ
っ
て
い
た
。 

エ
イ
サ
・
ユ
ス
プ
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
は
ど
の
時
期
、
場
所
で

会
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

彼
は
後
に
ト
ル
コ
に
亡
命
し
た
。
息
子
の
エ
ル
キ
ン
・
ア
ル

プ
テ
キ
ン
が
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
の
創
設
者
の
一
人
と
な
り
初

代
の
総
裁
（
二
～
四
代
は
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
総
裁
）
に
な

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
日
本
と
ウ
イ
グ
ル
間
の
政
治
的
関
係
は

現
在
と
も
関
連
し
、
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

今
後
は
、
本
書
を
書
い
た
鷲
見
秀
芳
氏
に
つ
い
て
さ
ら
に
も

う
少
し
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
私
の
所
蔵
し
て
い
る
小
村
不
二
男
の
本
に
は
著
者
本
人

の
署
名
で
外
務
省
の
村
田
良
平
宛
て
の
署
名
が
あ
り
、
外
務
省

の
有
力
者
で
あ
る
村
田
氏
に
献
本
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

小
村
不
二
男
か
ら
外
務
省
の
村
田
良
平
に
対
し
て
何
ら
か
の

働
き
か
け
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
両
人
と
も
す
で
に
故

人
の
た
め
確
認
は
で
き
な
い
。
古
本
と
し
て
私
の
元
に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
、
興
味
が
無
か
っ
た
の
で

は
と
想
像
す
る
。 

 

特
務
活
動
は
善
、
悪
で
は
な
く
集
め
ら
れ
た
情
報
は
有
効
に

利
用
し
て
欲
し
い
も
の
と
思
う
。
外
務
省
あ
た
り
に
有
用
な
情

報
が
保
持
さ
れ
、
使
わ
れ
て
い
れ
ば
良
い
が
多
分
使
わ
れ
て
は

い
な
い
と
思
う
。 

個
人
的
に
は
当
時
の
言
語
教
育
機
関
と
特
務
機
関
の
関
係
も

少
し
気
に
な
る
所
で
あ
る
。
特
務
機
関
は
、
ハ
ル
ピ
ン
学
院
（
ロ

シ
ア
語
）
、
東
亜
同
文
学
院
（
漢
語
）
、
大
阪
外
国
語
大
学
の
卒

業
生
を
戦
力
と
し
て
採
用
し
て
い
っ
た
経
過
が
あ
る
。
戦
後
、

ハ
ル
ピ
ン
学
院
卒
業
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
日
本
の
ス
パ
イ
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
中
国
共
産
党
に
よ
り
弾
圧
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。 

４
．
ま
と
め
に
か
え
て 

最
後
に
こ
の
時
代
に
北
京
な
ど
で
活
動
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル

人
に
つ
い
て
少
し
だ
け
書
き
た
い
と
思
う
。 

 

ま
ず
マ
フ
ム
ー
ド
・
ム
フ
ー
テ
ィ
だ
が
日
本
と
は
関
わ
り
あ

る
人
物
で
あ
る
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
兄
は
東
京
で
亡
く
な
り

多
摩
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
と
い
う
。
彼
自
身
は
日
本
の
支
援
を

受
け
て
い
た
が
ウ
イ
グ
ル
の
地
で
戦
死
し
た
。 

ま
た
一
〇
年
以
上
前
に
な
る
が
彼
の
孫
も
日
本
に
留
学
に
来

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

  

 

1930 年代のウイグル文字 「a-b kitap」より 

 

会
報
原
稿
募
集
の
お
願
い 

 

い
つ
も
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
会
報
『
蒼
空
』
を
読
ん
で
下

さ
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

『
蒼
空
』
編
集
部
で
は
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
、
随
時
募

集
致
し
て
居
り
ま
す
。 

 

「
ウ
イ
グ
ル
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」
か
ら
「
ウ
イ
グ

ル
料
理
を
作
っ
て
み
た
！
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
ま
で
、
ウ
イ

グ
ル
に
関
わ
る
原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

投
稿
要
項
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
～
８
枚
程
度
、
文
字
数
に

し
て
４
０
０
～
３
２
０
０
字
（
大
体
で
結
構
で
す
） 

・
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
で
添
付
。 

・
蒼
空
は
１
，
４
，
７
，
１
０
月
発
行
で
す
。
発
行
月
の
前

の
月
２
０
日
迄
に
お
送
り
頂
け
れ
ば
次
号
に
間
に
合
い
ま

す
の
で
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。 

・
お
名
前
ま
た
は
筆
名
、
ま
た
は
匿
名
希
望
の
旨
を
明
記
し

て
下
さ
い
。
不
明
な
場
合
は
一
律
匿
名
希
望
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

・
紙
幅
の
関
係
な
ど
で
没
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。 

・
原
稿
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
。
ま
た
著
作
権
は
「
蒼
空
」

編
集
部
に
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

郵
送
先 

 

〒
１
６
２
・
０
０
６
７ 

東
京
都
新
宿
区
富
久
町
１
６
の
１
１ 

武
蔵
屋
ス
カ
イ
ビ
ル
４
０
５ 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会 

「
蒼
空
」
編
集
部 

メ
ー
ル 

inf
o@uyghur

-j.
org
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と
な
し
、
満
蒙
回
蔵
四
族
を
全
部
我
ら
に
同
化
せ
し
む
」
と
ま

で
い
う
よ
う
に
孫
文
の
意
識
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
彼
の
い
う
五
民
族
は
平
等
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
漢
人
が

中
心
で
あ
り
、
他
の
四
民
族
は
同
化
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
み
な

し
、
新
た
な
中
華
民
国
の
国
民
へ
と
再
組
織
化
す
る
た
め
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

そ
し
て
こ
の
五
族
共
和
は
、
抗
日
戦
争
期
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
る
必
要
性
か
ら
、
蒋
介
石
の
「
中
華
大
民
族

論
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
漢
民
族
以
外
の
諸
民
族
は
中
華

民
族
の
支
族
・
宗
族
で
あ
り
、
「
中
国
五
〇
〇
〇
年
の
歴
史
は
、

各
宗
族
共
通
の
運
命
の
記
録
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
共
通
の
記

録
は
各
民
族
が
融
合
し
て
中
華
民
族
と
な
り
、
中
華
民
族
が
共

同
防
衛
し
て
そ
の
生
存
を
は
か
り
、
中
国
悠
久
の
歴
史
を
作
り

あ
げ
て
い
る
。
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
理
論
に
基
づ
い
て
辺
境
の
積

極
的
経
営
が
行
な
わ
れ
た
。 

 

以
上
の
孫
文
か
ら
蒋
介
石
に
至
る
、
漢
人
を
中
心
と
し
た
中

国
国
内
に
存
在
す
る
民
族
を
全
て
含
ん
だ
「
中
華
民
族
」
概
念

の
形
成
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
も

ま
た
同
様
に
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
中
国
共
産
党
が
結
成
さ
れ
た
当
初
は
、
国
民
党
と
の

差
別
化
の
た
め
か
、「
少
数
民
族
」
の
自
決
権
を
認
め
、
連
邦
制

の
国
家
を
志
向
し
て
い
た
。
一
九
二
二
年
の
中
共
第
二
回
党
大

会
で
は
初
め
て
民
族
問
題
の
綱
領
を
示
し
、
翌
年
の
第
三
回
党

大
会
で
民
族
の
自
決
権
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
中
華
ソ
ビ
エ
ト

共
和
国
の
時
期
に
入
る
と
、
こ
の
民
族
綱
領
が
最
も
急
進
的
と

な
り
、
少
数
民
族
の
自
決
権
の
承
認
や
各
弱
小
民
族
の
独
立
権

承
認
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。 

 

イ
リ
将
軍
や
各
大
臣
が
治
め
る
と
い
う
間
接
統
治
で
あ
っ
た
。

新
疆
省
と
さ
れ
、
他
の
地
域
と
同
様
の
道
州
府
県
が
置
か
れ
、

主
要
ポ
ス
ト
に
漢
人
を
据
え
直
接
統
治
を
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
一
八
八
四
年
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
現
政
権
に
対
し
て
の
異
民
族
支
配
の
正
当
化
を

与
え
る
「
中
華
民
族
」
に
つ
い
て
、
成
立
の
歴
史
的
な
経
緯
と
、

現
在
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
「
中
華
民
族
多
元
一
体
構
造
論
」

に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
更
に
こ
れ
が
端
的
に
現

れ
る
、
中
国
の
歴
史
地
図
の
編
纂
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
。 

 

中
華
民
族
の
概
念
の
成
立 

欧
米
諸
国
か
ら
蚕
食
さ
れ
て
い
た
清
朝
の
末
期
、
孫
文
は
万

里
の
長
城
以
南
の
秦
以
来
の
土
地
に
漢
人
に
よ
る
国
を
再
建
す

る
と
訴
え
た
。
こ
の
際
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
「
駆
除
韃
虜
、
回

復
中
華
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
他
民
族
に
よ
る
支
配
を
脱
し
、

漢
人
に
よ
る
国
家
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。 

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
清
朝
が
崩
解
す
る
と
、

中
華
民
国
の
臨
時
大
総
統
と
な
っ
た
孫
文
は
、
民
族
の
団
結
を

訴
え
「
五
族
共
和
」
を
謳
っ
た
。
「
漢
・
満
・
蒙
・
回(

ウ
イ
グ

ル)

・
蔵(

チ
ベ
ッ
ト)

の
諸
地
を
合
わ
せ
て
一
国
と
し
、
諸
民
族

を
あ
わ
せ
て
一
人
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

他
の
民
族
は
隷
属
的
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
、
新
し
い
国
家
は
各
民
族
が
平
等
に
共
同
で
作
り
上
げ
る

と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
清
朝

の
版
図
に
あ
っ
た
他
の
民
族
の
分
離
・
独
立
の
否
定
を
も
意
味

し
て
い
た
。 

 

そ
し
て
更
に
一
九
二
一
年
に
な
る
と
「
漢
族
を
も
っ
て
中
心 

現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
は
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
漢
民
族

や
ウ
イ
グ
ル
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
、
モ
ン
ゴ
ル
族
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
国
の
範
囲
に
あ
る
民
族
は
全
て
「
中
華

民
族
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
民
族
概
念
が
二
重
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
よ
っ
て
漢
人
以
外
の
民
族
も
中
華
民
族
で
あ
り
、
そ
の
民

族
が
住
む
土
地
も
ま
た
中
華
民
族
の
土
地
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。 中

原
の
王
朝
に
よ
る
支
配
や
、
冊
封
体
制
に
含
ま
れ
る
歴
史

的
な
期
間
が
短
か
っ
た
地
域
な
ど
に
つ
い
て
、
も
し
そ
れ
ぞ
れ

の
民
族
単
位
で
判
断
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
地
域
の
民
族
か
ら
、

更
に
は
漢
人
か
ら
も
、
そ
れ
は
歴
史
的
に
中
国
で
あ
っ
た
と
は

言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
る
の
を
、
こ

の
「
中
華
民
族
」
の
概
念
に
よ
り
否
定
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ

た
、
と
い
え
よ
う
。 

実
際
に
中
国
は
そ
の
支
配
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
歴
史
的

に
見
て
も
中
原
王
朝
と
そ
の
地
域
と
の
関
連
は
深
か
っ
た
、
と

強
調
す
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
出
来
な
い

範
囲
も
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
そ
れ
ら

歴
代
の
中
原
の
王
朝
は
、
異
民
族
地
域
を
化
外
の
地
と
呼
び
、

万
里
の
長
城
を
築
い
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
一
層
そ
の

論
拠
が
薄
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。 

例
え
ば
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
漢
と
唐
の
時
代
に

西
域
都
護
府
な
ど
が
置
か
れ
た
ほ
ん
の
短
い
期
間
以
外
、
中
国

の
中
原
王
朝
と
の
関
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。 

よ
う
や
く
そ
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
の
は
清
朝
に
よ
る
も
の

で
、
そ
れ
で
す
ら
土
地
の
土
豪
や
宗
教
貴
族
に
よ
る
自
治
を
、 

異
民
族
支
配
を
正
当
化
す
る 

「
中
華
民
族
」
論
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
会
理
事 

佐
藤 
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分
裂
と
消
滅
と
い
う
過
程
を
経
て
、
一
方
が
来
れ
ば
一
方
が
退

い
た
り
、
一
方
の
中
に
他
方
を
包
み
込
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
を
持
っ
た
多
元
的
な
統
一
体
を
形
成
し
て
き
た
。（
中
略
） 

相
当
早
い
時
期
、
今
か
ら
三
〇
〇
〇
年
前
、
黄
河
中
流
域
に
、

民
族
集
団
の
集
ま
り
が
出
現
し
、
徐
々
に
融
合
し
て
い
っ
て
一

つ
の
核
心
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
華
夏
と
呼
ば
れ
、
雪
だ
る
ま
式

に
、
周
囲
の
異
民
族
を
吸
収
し
、
こ
の
核
心
に
加
え
て
い
っ
た
。

彼
ら
は
、
黄
河
と
長
江
の
中
流
域
の
東
ア
ジ
ア
平
原
に
拡
大
し

て
以
降
、
他
の
民
族
に
よ
っ
て
、
漢
族
と
称
さ
れ
た
。
漢
族
は
、

そ
の
後
も
不
断
に
他
の
民
族
を
吸
収
し
、
日
増
し
に
拡
大
し
た

ば
か
り
で
な
く
、
異
民
族
の
居
住
地
域
に
も
浸
透
し
て
、
集
結

と
連
携
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
境
域
内
の
多
く

の
民
族
が
連
合
し
て
で
き
た
、
分
割
不
可
能
な
統
一
体
の
基
礎

を
築
い
た
。
こ
う
し
て
自
然
発
生
的
な
民
族
実
体
が
形
成
さ
れ
、

後
に
民
族
と
し
て
の
自
覚
を
経
て
、
中
華
民
族
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
」（
「
中
華
民
族
の
多
元
的
一
体
構
造
」 

費
孝
通

編
著 

風
響
社
よ
り
） 

 

 

費
孝
通
が
こ
の
よ
う
な
民
族
論
を
形
成
し
た
基
と
な
っ
た
の

は
、
雲
南
や
貴
州
な
ど
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
雲
南
や
貴
州
は
漢
族
と
の
混
在
が
進
ん
で
お

り
、
更
に
固
有
の
文
字
も
持
た
な
い
諸
民
族
が
入
り
組
ん
で
い

る
地
域
で
あ
っ
た
。 

 

彼
の
い
う
よ
う
に
自
然
発
生
体
と
し
て
の
民
族
実
態
と
し

て
、「
中
華
民
族
」
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
モ
デ
ル
は
、
こ

の
よ
う
な
地
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
導
き
出
さ
れ
た
理
論
で
あ

り
、
そ
れ
を
ウ
イ
グ
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
の
よ
う
に
、

固
有
の
言
語
・
文
字
な
ど
を
持
ち
、
漢
民
族
と
の
接
触
の
少
な

い
期
間
が
長
か
っ
た
地
域
に
ま
で
拡
張
し
た
こ
と
に
は
無
理
が

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

け
て
漢
族
を
入
れ
た
区
域
に
し
、
単
一
民
族
の
自
治
区
域
の
場

合
は
な
る
べ
く
狭
く
、
と
い
う
よ
う
な
判
断
の
元
に
行
な
わ
れ

た
。 

 

本
来
で
あ
れ
ば
、
少
数
民
族
の
自
治
を
行
わ
せ
る
た
め
に
は
、

そ
の
区
域
で
の
少
数
民
族
の
割
合
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
民
族
識
別
工
作
は
か
な
り
政
治
的
な
意
図
の
下
に
進

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

現
在
の
中
華
民
族
多
元
一
体
構
造
論
に
つ
い
て 

中
華
人
民
共
和
国
の
民
族
識
別
工
作
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
が
、
社
会
人
類
学
者
の
費
孝
通
で
あ
る
。
彼
は

民
族
構
成
が
複
雑
な
西
南
部
の
民
族
状
況
の
調
査
を
理
論
面
、

実
践
面
で
指
導
し
た
。 

そ
し
て
彼
が
一
九
八
八
年
に
発
表
し
、
翌
年
発
行
し
た
「
中

華
民
族
多
元
一
体
格
局
」：
中
華
民
族
の
多
元
一
体
構
造
に
つ
い

て
の
理
論
が
、
近
年
の
中
国
に
お
け
る
民
族
論
・
民
族
政
策
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
的
な
位
置
を
占
め
、
更
に
社
会
的
・
政
治
的
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

費
孝
通
の
「
中
華
民
族
多
元
的
一
体
構
造
論
」
と
は
、「
中
華

民
族
」
は
「
多
元
で
あ
る
が
一
体
」
と
、
一
見
す
る
と
矛
盾
す

る
よ
う
な
こ
と
を
結
論
付
け
て
い
る
が
、
こ
の
概
略
は
彼
自
身

が
統
括
し
た
以
下
の
言
葉
の
よ
う
に
な
る
。 

 

「
自
覚
的
な
民
族
の
実
態
と
し
て
の
中
華
民
族
は
、
こ
の
一
〇

〇
年
来
、
中
国
が
西
方
列
強
と
対
抗
し
て
い
く
な
か
で
出
現
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
自
然
発
生
的
な
民
族
の
実
体
と
し
て
は
、

数
千
年
の
歴
史
過
程
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

（
中
略
） 

 

そ
の
主
な
流
れ
は
、
多
く
の
分
散
し
た
り
孤
立
し
て
存
在
し

た
民
族
単
位
が
、
接
触
や
雑
居
、
結
合
と
融
合
、
あ
る
い
は 

し
か
し
抗
日
戦
争
・
国
共
内
戦
を
経
て
、
実
際
に
国
内
の
統

一
が
進
み
、
自
ら
が
権
力
を
握
る
よ
う
に
な
る
と
、
民
族
自
決

権
・
分
離
権
は
全
く
否
定
さ
れ
、
区
域
自
治
政
策
へ
と
転
換
さ

れ
て
い
っ
た
。 

中
華
人
民
共
和
国
設
立
か
ら
の
民
族
工
作
に
つ
い
て 

 

中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
て
す
ぐ
の
こ
ろ
は
、
民
族
問

題
の
扱
い
に
つ
い
て
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
、「
民
族
工
作
」
の

基
本
原
則
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。 

  

・
各
民
族
は
平
等
で
あ
る
。 

 

・
民
族
に
対
す
る
差
別
や
圧
迫
、
民
族
の
団
結
を
破
壊
す
る 

 
 

行
為
を
禁
止
す
る
。 

 

・
民
族
の
言
語
・
文
字
を
使
用
し
発
展
し
、
風
俗
習
慣
を
保 

 
 

持
し
改
革
す
る
自
由
を
持
つ
。 

 

・
少
数
民
族
が
集
住
す
る
と
こ
ろ
で
は
区
域
自
治
を
実
行
す 

 
 

る
。 

  

し
か
し
こ
れ
ら
の
権
利
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、「
中
華
人
民

共
和
国
の
不
可
分
の
一
部
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
は
っ
き
り

し
て
い
た
。 

 

民
族
区
域
自
治
政
策
の
第
一
段
階
と
し
て
、
「
民
族
識
別
工

作
」
と
い
う
民
族
の
区
分
作
業
が
行
わ
れ
た
。
漢
族
を
含
め
て

民
族
数
は
も
と
も
と
五
族
で
あ
っ
た
が
、
建
国
当
初
は
一
〇
民

族
に
な
り
、
そ
の
後
三
九
民
族
、
五
五
民
族
、
五
六
民
族
と
増

え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
独
自
の
文
化
と
言
語
、
歴
史
を
も
っ

て
い
る
ウ
イ
グ
ル
族
や
チ
ベ
ッ
ト
族
な
ど
と
、
人
口
数
千
人
に

過
ぎ
ず
固
有
の
言
語
も
文
字
も
持
た
な
い
よ
う
な
、
あ
と
か
ら

定
義
さ
れ
た
民
族
と
が
、
等
し
く
民
族
と
み
な
さ
れ
る
な
ど
、

区
分
の
基
準
は
か
な
り
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

自
治
区
の
画
定
に
つ
い
て
は
、
単
一
民
族
の
自
治
区
域
を
避 
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ま
た
、
費
孝
通
は
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
の
領
域
内
に

住
む
民
族
を
、
民
族
実
体
を
形
成
し
中
華
民
族
と
な
っ
た
対
象

と
す
る
が
、
中
国
の
モ
ン
ゴ
ル
族
と
モ
ン
ゴ
ル
共
和
国
の
人
、

中
国
の
カ
ザ
フ
族
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
の
人
の
よ
う
に
、

そ
の
領
域
外
に
居
る
同
じ
民
族
は
中
華
民
族
に
含
ま
れ
な
い

の
か
、
さ
ら
に
域
外
の
人
も
中
華
民
族
を
形
成
し
よ
う
と
志
向

し
て
い
る
と
見
做
し
て
良
い
も
の
か
、
と
い
う
矛
盾
も
あ
る
。 

 中
国
歴
史
地
図
に
つ
い
て 

一
九
八
二
年
に
発
行
さ
れ
た
「
中
国
歴
史
地
図
集
」
に
つ
い

て
、
編
纂
を
リ
ー
ド
し
た
の
が
歴
史
地
理
学
者
の
譚
其
驤
で
あ

る
。
こ
の
地
図
集
は
各
時
代
の
中
国
の
地
図
を
描
い
た
も
の
で

あ
り
、
唐
代
や
宋
代
な
ど
当
時
の
中
原
王
朝
以
外
の
、
各
民
族

政
権
の
地
域
を
も
着
色
し
て
お
り
、
中
国
以
外
の
地
域
と
は
区

別
し
て
表
現
し
て
い
る
。 

 

こ
の
歴
史
地
図
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
準
や
考
え

方
な
ど
を
譚
其
驤
が
講
演
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
日
本
語
訳
し

た
も
の
は
本
会
報
に
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

彼
は
「
中
原
王
朝
の
版
図
の
み
を
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
と

す
る
や
り
方
を
ま
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
我
々
の
偉
大
な
祖

国
は
各
民
族
人
民
、
周
辺
民
族
も
含
め
て
と
も
に
創
建
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
歴
史
上
の
中
国
を
中
原
王
朝
と
同
一
視
し
て
は

い
け
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
更
に
こ
の
歴
史
上
中
国
の
範

囲
と
は
何
か
と
い
う
と
「
我
々
は
清
朝
が
統
一
を
成
し
遂
げ
た

以
後
、
帝
国
主
義
が
中
国
に
侵
入
す
る
以
前
の
清
朝
の
版
図

を
、
つ
ま
り
具
体
的
に
は
一
八
世
紀
五
〇
年
代
か
ら
一
九
世
紀

四
〇
年
代
の
ア
ヘ
ン
戦
争
前
の
時
期
の
中
国
の
版
図
を
、
我
々

の
歴
史
時
期
の
中
国
の
範
囲
と
し
た
。
」
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

こ
の
歴
史
地
図
集
か
ら
前
漢
と
元
の
時
代
の
、
二
枚
の
地
図

を
例
に
と
り
説
明
す
る
。 

前
漢
の
時
代
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
地
域
は
、
西
域
都
護
符

が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
漢
と
同
じ
色
で
表
示
さ
れ
て
い

る
。
北
の
匈
奴
な
ど
は
、
漢
と
は
別
の
色
で
着
色
し
、
中
原
王

朝
で
は
な
い
が
、
中
国
の
地
方
の
民
族
政
権
で
あ
る
と
い
う
表

現
に
し
て
い
る
。 

元
の
時
代
（
一
三
三
〇
年
）
の
地
図
で
は
、
大
領
域
を
支
配

し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
後
裔
国
で
あ
る
、
大
元
国
と
チ
ャ
ガ
タ

イ
・
ハ
ン
国
を
別
々
の
色
で
着
色
し
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
く

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
後
裔
国
で
あ
る
キ
プ
チ
ャ
ク
・
ハ
ン
国
と
イ

ル
・
ハ
ン
国
は
、
歴
史
的
中
国
の
範
囲
で
は
な
い
と
し
て
着
色 

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
人
側
か
ら
見
る
と
、

許
容
し
難
い
中
国
の
身
勝
手
な
地
図
と
な
っ
て
い
る
。 

 

彼
は
講
演
の
中
で
、
こ
の
範
囲
に
入
る
各
民
族
政
権
が
、
歴

代
の
中
原
王
朝
か
ら
の
支
配
や
、
更
に
は
接
触
す
ら
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
た
上
で
、
ア
ヘ
ン
戦
争

前
の
時
期
ま
で
に
中
国
の
範
囲
が
確
定
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る

政
権
は
す
べ
て
中
国
の
歴
史
で
あ
り
、
中
国
の
範
囲
に
入
る
と

し
た
。
何
故
こ
の
清
の
版
図
を
中
国
の
範
囲
と
言
え
る
か
、
こ

れ
は
歴
史
の
発
展
で
、
各
民
族
の
統
一
へ
の
合
意
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
基
準
に
、
費
孝
通
の
「
中
華

民
族
多
元
一
体
構
造
論
」
と
の
共
通
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

た
だ
し
、
歴
史
学
者
の
中
に
見
ら
れ
る
、
疆
域
の
民
族
政
権

と
歴
代
中
原
王
朝
と
の
接
触
を
無
理
に
で
も
作
ろ
う
と
す
る
風

潮
を
批
判
し
、
ま
た
、
現
地
の
権
力
者
を
経
由
し
た
間
接
統
治

（
羈
縻
政
策
）
を
と
っ
て
い
た
地
域
と
、
直
接
統
治
し
て
い
た

省
と
は
同
じ
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
、
歴

史
的
な
事
実
を
認
め
、
原
則
を
捻
じ
曲
げ
る
べ
き
で
な
い
と
す

る
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
主
張
は
評
価
で
き
る
。 

 

 

華
費
孝
通
は
民
族
が
凝
集
す
る
核
と
な
っ
た
の
が
漢
民
族
で

あ
る
と
言
う
の
と
同
時
に
、
各
地
域
で
も
同
様
に
そ
の
地
域
の

あ
る
民
族
が
凝
集
の
核
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
述
べ
て
い

る
。
彼
は
民
族
と
い
う
意
識
は
流
動
的
に
時
代
と
共
に
形
成
さ

れ
て
い
く
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
そ
し
て
そ
の
結
果
が
中
華
民

族
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
孫
文
以
来
の
中
華
民
族

＝
漢
民
族
で
あ
る
と
い
う
大
漢
族
主
義
（
中
華
思
想
）
の
意
識

を
払
拭
し
、
中
国
の
国
民
を
形
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
構

築
し
た
い
と
い
う
意
図
が
み
ら
れ
る
。 

 
ま
た
譚
其
驤
は
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
を
、
漢
民
族
の
中
原 
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王
朝
が
そ
こ
を
治
め
た
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
を
持
っ
て
く
る

こ
と
は
、
大
漢
族
主
義
に
な
っ
て
し
ま
い
、
多
民
族
国
家
と
し

て
筋
が
通
ら
な
く
な
る
。
だ
か
ら
清
の
時
代
の
版
図
の
範
囲
に

あ
る
民
族
の
歴
史
は
す
べ
て
中
国
の
民
族
の
歴
史
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
彼
は
古
代
か
ら
清
に
到
る
ま
で
、
そ
の
中
国
と
い
う

土
地
の
概
念
は
時
代
と
共
に
変
わ
る
こ
と
を
示
し
、
漢
民
族
に

よ
る
中
原
王
朝
の
み
を
中
国
の
歴
史
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
批

判
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
両
者
の
言
う
民
族
の
凝
集
や
統
一
へ
の
合
意
と
い

う
の
は
、
も
し
現
在
の
中
国
の
領
域
と
い
う
枠
組
を
取
り
払
う

な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
民
族
国
家
形
成
の
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
と
看
做
す
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
の
か
。
も
ち
ろ 

  

ん
歴
史
的
事
象
を
取
り
上
げ
て
彼
ら
が
証
明
し
よ
う
と
し
た

よ
う
に
、
中
国
へ
の
統
一
を
求
め
る
動
き
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
ウ
イ
グ
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
は
そ
れ
以
上
に
自
ら

の
民
族
国
家
を
求
め
た
の
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
一
九
世
紀
終
わ
り
か
ら
二
〇

世
紀
初
頭
に
か
け
て
盛
り
上
が
っ
た
近
代
式
教
育
に
よ
る
汎

ト
ル
コ
主
義
・
汎
イ
ス
ラ
ム
主
義
的
な
意
識
の
拡
大
は
、
中
国

か
ら
の
分
離
と
、
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
国
家
を
設
立
し
た
と
い
う

結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在
の
中
国
政
府
は
、
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
を
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
の
民
族
意
志
と

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
国
民
党
政
府
に

対
し
て
の
「
三
区
革
命
」
と
し
て
の
評
価
に
留
め
、
更
に
現
在

の
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
族
意
識
の
高
ま
り
に
は
分
離
主
義
者
・
反

動
主
義
者
と
し
て
非
難
す
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
こ
と
に
、
こ

の
中
華
民
族
の
理
論
の
政
治
的
な
意
図
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。 

中
国
は
「
汎
ト
ル
コ
主
義
」
や
「
大
モ
ン
ゴ
ル
主
義
」
の
よ 

う
に
、
「
中
華
民
族
」
よ
り
も
明
ら
か
に
民
族
的
、
言
語
的
、

歴
史
的
つ
な
が
り
の
強
い
民
族
の
統
合
を
目
指
す
動
き
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
よ
っ
て
「
中

華
民
族
多
元
一
体
構
造
論
」
も
「
中
国
歴
史
地
図
集
」
も
、
あ

く
ま
で
も
支
配
し
た
側
の
強
者
の
理
屈
で
し
か
な
い
と
言
え

る
だ
ろ
う
。 

 

 

翁
独
建
氏
か
ら
わ
た
し
に
、
こ
の
会
議
期
間
中
、
大
会
に
て

話
す
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
が
、
わ
た
し
は
民
族
史
の
専
門
家
で

は
な
い
の
で
話
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
、
と
答
え
た
ら
、「
他
で

も
な
い
、
た
だ
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
を
編
集
す
る
と
き
に
、

ど
の
よ
う
に
各
歴
史
時
期
の
中
国
の
範
囲
を
確
定
し
た
の
か
を

話
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
、
つ
ま
り
は
歴
史
上
同
時
に
存
在
し
た

多
く
の
国
・
地
区
・
民
族
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
中
国
と
他

国
と
を
区
別
し
た
の
か
、
中
国
と
認
め
る
か
ど
う
か
の
基
準
は

何
か
、
と
い
う
こ
と
を
話
せ
ば
よ
い
の
だ
、
と
言
わ
れ
た
。 

  

彼
が
そ
う
具
体
的
要
求
を
し
た
か
ら
に
は
、
わ
た
し
は
『
中

国
歴
史
地
図
集
』
の
編
集
主
幹
と
し
て
断
る
理
由
は
な
く
な
っ

た
。
そ
こ
で
今
日
の
午
後
、
わ
た
し
は
こ
こ
に
、
皆
様
方
の
た

め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
地
図
集
の
中
で
い
か
に
こ
の
問
題

を
処
理
し
た
の
か
を
ご
報
告
す
る
。
そ
し
て
こ
の
講
演
を
『
歴

史
上
の
中
国
と
中
国
歴
代
国
土
』
と
名
付
け
よ
う
。
皆
様
方
は

も
し
わ
た
し
た
ち
の
処
理
が
合
理
的
で
な
い
と
か
妥
当
で
な
い

と
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
明
日
の
小
部
会
で
提
示
し
て
い

た
だ
き
、
ぜ
ひ
と
も
討
論
し
よ
う
。 

  

『
中
国
歴
史
地
図
集
』
の
編
集
作
業
は
一
九
五
五
年
春
に
始

ま
っ
た
。
最
初
は
楊
守
敬
の
『
歴
代
土
地
図
』
に
改
訂
を
加
え

て
再
編
集
せ
よ
と
言
わ
れ
た
だ
け
で
、
楊
氏
の
地
図
の
古
い
所

を
捨
て
去
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
は
ま
だ
歴
史
上
の

中
国
の
範
囲
に
ま
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
楊
の
地
図

は
各
時
代
毎
に
た
だ
中
原
王
朝
の
直
轄
の
版
図
を
描
い
て
い
る

だ
け
で
、
前
漢
の
一
冊
が
西
域
図
を
一
枚
付
け
て
い
る
ほ
か
は
、

各
冊
に
は
王
朝
の
羈
縻
地
区
さ
え
も
描
い
て
お
ら
ず
、
ま
し
て

や
中
原
王
朝
と
同
時
に
並
立
し
て
い
た
各
民
族
政
権
の
領
域
な

ど
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
楊
守
敬 

 

谭
其
骧 

『
历
史
上
的
中
国
和
中
国
历
代
疆
域
』 

譚
其
驤 

『
歴
史
上
の
中
国
と
中
国
の
歴
代
の
境
域
』 

（
こ
れ
は
作
者
が
一
九
八
一
年
五
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
「
中

国
民
族
関
係
史
研
究
学
座
談
会
」
で
話
し
た
こ
と
で
あ
り
、
発

表
時
に
本
人
か
ら
修
正
が
一
部
加
え
ら
れ
て
い
る
） 
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簡
単
に
言
え
ば
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
範
囲
を
超
え
た

も
の
は
も
は
や
中
国
の
民
族
で
は
な
い
し
、
中
国
の
政
権
で
も

な
い
。 

  

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
決
め
た
の
か
。
我
々
の
理
由
は
以
下

の
通
り
だ
。 

  

ま
ず
、
我
々
は
現
代
の
中
国
人
で
あ
り
、
我
々
は
昔
の
人
の

心
中
に
あ
る
「
中
国
」
を
中
国
の
範
囲
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
我
々
は
、
唐
王
朝
の
心
中
に
あ
る
中
国
や
宋
王
朝
の
心
中

に
あ
る
中
国
が
そ
の
範
囲
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
は
わ
か
っ
て

い
る
。
当
然
そ
ん
な
の
は
そ
の
範
囲
で
は
な
い
。
こ
れ
は
明
確

な
こ
と
だ
。
し
か
し
、
我
々
は
唐
王
朝
の
人
で
も
宋
王
朝
の
人

で
も
な
く
、
我
々
は
唐
王
朝
の
人
の
心
中
に
あ
る
中
国
を
中
国

と
し
た
り
、
宋
王
朝
の
人
の
心
中
に
あ
る
中
国
を
中
国
と
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
は
そ
の
範
囲
を

中
国
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

こ
れ
は
さ
ら
に
「
中
国
」
と
い
う
２
文
字
の
意
味
か
ら
論

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
中
国
」
と
い
う
２
文
字
の
意
味
は
、

本
来
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
代
の
変
化
に
し
た
が
っ
て

変
化
し
、
時
代
の
発
展
に
つ
れ
て
発
展
す
る
も
の
な
の
だ
。
か

つ
、『
詩
経
』
な
ど
の
古
典
の
中
の
中
国
が
ど
の
よ
う
な
意
味
に

な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
持
ち
出
す
こ
と
な
く
、
簡
単
に
言
え
ば
、

「
中
国
」
の
二
文
字
は
我
々
国
家
の
主
権
が
及
ぶ
範
囲
を
表
し

て
お
り
、
こ
の
観
念
は
ア
ヘ
ン
戦
争
後
に
よ
う
や
く
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
「
中
国
」
の
二
文
字
は
、
各
場

合
ご
と
に
色
々
な
用
法
が
あ
っ
た
。
遠
い
昔
は
と
も
か
く
、
ア

ヘ
ン
戦
争
以
後
の
初
期
、
こ
の
観
念
は
ま
だ
完
全
に
固
定
し
て

い
な
か
っ
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
魏
源
が
書
い
た
『
聖
武
記
』 

の
い
わ
ゆ
る
『
歴
代
土
地
図
』
は
、
春
秋
か
ら
明
代
に
至
る
ま

で
、
基
本
的
に
は
す
べ
て
清
代
の
い
わ
ゆ
る
内
地
一
八
省
の
範

囲
で
の
組
織
を
描
い
た
の
み
で
あ
り
、
新
疆
、
青
海
、
吉
林
、

黒
竜
江
、
内
蒙
古
な
ど
の
周
辺
区
域
は
含
ん
で
い
な
い
。
編
集

を
初
め
て
し
ば
ら
く
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
楊
地
図
の
範
囲
を

わ
た
し
た
ち
の
地
図
の
範
囲
と
す
る
よ
う
な
考
え
方
は
よ
く
な

い
と
感
じ
始
め
た
。
新
中
国
の
歴
史
学
者
は
、
そ
の
後
楊
守
敬

の
よ
う
な
、
た
だ
中
原
王
朝
の
版
図
の
み
を
歴
史
上
の
中
国
の

範
囲
と
す
る
や
り
方
を
ま
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
我
々
の
偉

大
な
祖
国
は
各
民
族
人
民
、
周
辺
民
族
も
含
め
て
と
も
に
創
建

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
歴
史
上
の
中
国
を
中
原
王
朝
と
同
一
視

し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
全
中
国
す
な
わ
ち
全
て

の
中
国
の
歴
史
地
図
を
描
き
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
た
だ
秦
、
漢
、

隋
、
唐
、
宋
、
元
、
明
な
ど
の
中
原
王
朝
を
描
く
だ
け
で
は
い

け
な
い
。
そ
の
後
我
々
は
地
図
名
を
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
と

改
名
し
、
そ
の
範
囲
は
各
歴
史
時
期
の
全
中
国
を
含
ま
ね
ば
な

ら
な
い
と
決
定
し
た
。
各
時
期
の
全
中
国
の
範
囲
を
い
か
に
確

定
す
る
か
は
、
こ
こ
か
ら
我
々
が
繰
り
返
し
慎
重
に
考
え
ざ
る

を
得
な
い
主
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

  

我
々
は
歴
史
上
の
中
国
と
い
う
問
題
を
い
か
に
処
理
す
る
の

か
。
我
々
は
清
朝
が
統
一
を
成
し
遂
げ
た
以
後
、
帝
国
主
義
が

中
国
に
侵
入
す
る
以
前
の
清
朝
の
版
図
を
、
つ
ま
り
具
体
的
に

は
一
八
世
紀
五
〇
年
代
か
ら
一
九
世
紀
四
〇
年
代
の
ア
ヘ
ン
戦

争
前
の
時
期
の
中
国
の
版
図
を
、
我
々
の
歴
史
時
期
の
中
国
の

範
囲
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
歴
史
時
期
の
中
国
と
は
、
こ
れ
を
も

っ
て
範
囲
と
す
る
。
こ
の
範
囲
内
で
活
動
し
て
い
る
民
族
は
、

数
百
年
で
あ
ろ
う
が
数
千
年
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
は
す
べ
て
中

国
史
上
の
民
族
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
範
囲
内
で
創
建
さ
れ

た
政
権
は
我
々
は
す
べ
て
中
国
史
上
の
政
権
と
考
え
る
。 

に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
中
国
」
は
、
時
に
は
現
在
の
概
念
に
合

致
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
そ
こ
で
は
蒙
古
に
も
言
及
し
て
お
り
、

蒙
古
を
中
国
と
み
な
し
、
ロ
シ
ア
を
外
国
と
み
な
し
て
い
た
り
、

ま
た
チ
ベ
ッ
ト
に
も
言
及
し
て
お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
を
中
国
と
み

な
し
、
イ
ン
ド
を
外
国
と
見
な
し
た
り
し
て
い
る
。 

  

し
か
し
、
時
に
は
彼
は
ま
た
古
い
観
念
を
採
り
入
れ
、
た
だ

一
八
省
の
み
を
中
国
と
呼
び
、
一
八
省
を
新
疆
、
チ
ベ
ッ
ト
、

モ
ン
ゴ
ル
と
対
立
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。
明
・
清
の
著
作
の
中

に
は
、
な
ん
と
作
者
本
人
が
西
南
の
貴
州
や
広
西
の
少
数
民
族

地
区
ま
で
行
っ
て
い
な
が
ら
、
本
人
が
記
し
た
物
に
は
貴
州
や

広
西
一
帯
の
少
数
民
族
地
区
を
中
国
と
見
な
し
て
お
ら
ず
、
黄

河
流
域
や
長
江
流
域
の
内
地
を
中
国
と
見
な
し
て
い
る
。
「
中

国
」
と
い
う
文
字
は
、
現
在
の
用
法
に
照
ら
せ
ば
、
形
成
さ
れ

た
の
は
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
初
期
に

は
ま
だ
完
全
に
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
的
に
は
晩
清
の

こ
ろ
よ
う
や
く
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
た
が
っ
て
「
中
国
」

と
い
え
ば
我
が
国
の
主
権
が
及
ぶ
範
囲
を
表
し
、
そ
れ
は
ア
ヘ

ン
戦
争
後
数
十
年
を
経
過
し
て
よ
う
や
く
次
第
に
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。 

  

さ
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
わ
た
し
た
ち
は
現
代
人
で
あ

り
、
古
人
の
中
国
を
も
っ
て
「
中
国
」
と
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
我
々
が
マ
ル
ク
ス
レ
ー
ニ
ン
主
義
を

学
ん
だ
か
ら
こ
う
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
古
来
か
ら
そ
う
な
の

で
あ
っ
て
、
後
の
時
期
に
な
っ
て
か
ら
、
前
の
時
代
の
「
中
国
」

を
中
国
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
数
例
を
あ
げ
る
と
、

春
秋
時
代
に
黄
河
中
下
流
の
周
王
朝
、
晋
、
鄭
、
斉
、
魯
、
宋
、

衛
な
ど
、
こ
れ
ら
の
国
家
は
彼
ら
は
お
の
ず
か
ら
中
国
と
認
め

て
い
た
し
、
彼
ら
は
秦
、
楚
、
呉
、
越
を
中
国
と
は
認
め
ず 
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夷
狄
と
見
な
し
て
い
た
。
こ
れ
な
ど
は
春
秋
時
代
に
お
け
る
い

わ
ゆ
る
「
中
国
」
な
の
だ
。
し
か
し
こ
の
概
念
は
秦
漢
の
時
期

に
覆
さ
れ
、
秦
漢
時
代
の
人
の
い
う
「
中
国
」
と
は
、
こ
う
で

は
な
い
。
彼
ら
は
秦
楚
の
地
も
中
国
の
一
部
分
と
見
な
し
た
。

こ
れ
こ
そ
が
、
後
の
時
代
を
前
の
時
代
の
考
え
方
を
覆
し
た
と

い
う
も
の
だ
。
晋
王
朝
の
後
期
（
東
晋
）
に
な
る
と
、
東
晋
の

人
は
一
六
国
を
夷
狄
と
見
な
し
外
国
で
あ
る
と
考
え
た
。
南
北

朝
に
な
る
と
、
南
朝
は
北
朝
の
蔑
称
と
し
て
索
虜
と
呼
び
、
北

朝
は
南
朝
の
蔑
称
と
し
て
島
夷
と
呼
ん
で
外
国
と
見
な
し
、
双

方
と
も
我
こ
そ
中
国
で
あ
る
と
い
う
気
分
に
浸
っ
て
い
た
。
こ

れ
も
全
て
事
実
だ
。
し
か
し
、
唐
王
朝
の
人
は
も
は
や
こ
う
で

は
な
い
。
唐
王
朝
の
人
は
彼
ら
を
南
北
朝
で
あ
る
と
考
え
、
李

延
寿
は
南
北
史
を
改
め
て
双
方
と
も
平
等
に
中
国
の
一
部
分
で

あ
る
と
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
宋
王
朝
も
遼
、
金
、
夏
を
す
べ

て
外
国
と
見
な
し
、
夷
狄
と
考
え
た
が
、
元
王
朝
で
は
そ
う
で

は
な
く
な
り
、
す
で
に
遼
、
金
、
夏
を
宋
朝
と
同
じ
「
中
国
」

と
見
な
し
た
。
元
の
人
は
も
は
や
宋
の
考
え
方
を
採
ら
な
く
な

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
宋
王
朝
の
人
に
な
る
必

要
な
ど
ま
さ
か
あ
る
は
ず
が
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
現

代
人
で
あ
り
、
古
人
の
い
う
「
中
国
」
を
中
国
と
し
て
は
い
け

な
い
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
の
時
代
の
人
が
前
の
時
代

の
人
の
概
念
を
否
定
し
、
前
の
時
代
の
人
の
概
念
を
採
用
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
昔
か
ら

そ
う
だ
っ
た
の
だ
。
何
も
奇
妙
な
こ
と
は
な
い
。
わ
た
し
た
ち

は
現
在
、
東
晋
の
人
さ
ら
に
は
宋
代
の
人
々
が
中
国
を
自
任
し

た
よ
う
な
態
度
で
い
て
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
総
じ
て
言
え
ば
我
々
現
代
人
は
古
人
の
「
中
国
」
を
中
国

と
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。 

 

二
つ
目
の
問
題
で
あ
る
が
、
わ
た
し
た
ち
は
古
人
の
「
中
国
」 

を
歴
史
上
の
中
国
と
し
て
は
い
け
な
い
の
と
同
時
に
、
今
日
の

中
国
の
範
囲
で
我
々
の
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
を
限
定
し
て
は

な
ら
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
全
て
の
歴
史
時
期
、
す
べ
て
の
数

千
年
来
の
歴
史
的
発
展
に
よ
り
自
然
に
形
成
さ
れ
て
き
た
中
国

を
、
歴
史
上
の
中
国
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
し
た
ち

は
一
八
世
紀
中
葉
以
降
一
八
四
〇
年
以
前
の
中
国
の
範
囲
が
、

わ
れ
わ
れ
数
千
年
来
の
歴
史
が
発
展
し
て
自
然
に
形
成
さ
れ
た

中
国
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
我
々
の
歴
史
上

の
中
国
で
あ
る
。
現
在
の
中
国
の
領
域
に
い
た
っ
て
は
、
歴
史

上
自
然
に
形
成
さ
れ
た
よ
う
な
範
囲
で
は
も
は
や
な
く
、
こ
の

一
〇
〇
年
来
の
資
本
主
義
列
強
や
帝
国
主
義
の
侵
略
に
よ
り

我
々
の
部
分
的
領
土
が
分
割
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
ゆ
え
に
わ

れ
わ
れ
の
歴
史
上
の
中
国
の
領
域
を
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
ぜ
清
朝
の
版
図
が
歴
史
の
発
展
に
よ
り
自
然
に
形
成
さ

れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
て
、
清
帝
国
が
拡
張
し
て
侵
略
し
た

結
果
だ
と
言
え
な
い
の
か
。
そ
れ
は
歴
史
的
事
実
が
確
か
に
こ

う
だ
か
ら
だ
。
清
朝
の
版
図
が
歴
史
の
発
展
に
よ
り
自
然
に
形

成
さ
れ
た
か
ら
な
の
だ
。
我
々
は
帝
政
ロ
シ
ア
と
は
違
う
の
だ
。

帝
政
ロ
シ
ア
は
一
六
世
紀
以
前
、
ウ
ラ
ル
山
以
東
の
シ
ベ
リ
ア

や
中
央
ア
ジ
ア
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、
一
六
世
紀
以
降
に
東

へ
侵
略
し
拡
張
し
、
よ
う
や
く
現
在
の
よ
う
な
広
い
版
図
と
な

っ
た
の
だ
。
し
か
し
清
朝
以
前
、
我
々
中
原
地
区
は
長
期
に
わ

た
っ
て
各
辺
疆
地
区
と
は
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ

は
経
済
・
文
化
面
で
密
接
な
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
に
も
か
つ

て
幾
度
か
中
原
地
区
と
一
つ
の
政
権
の
も
と
に
統
治
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
東
北
地
区
は
唐
朝
の
時
代
に
す
で
に
若
干
の

羈
縻
都
督
府
、
羈
縻
州
を
置
い
て
い
た
。
遼
・
金
時
代
の
版
図

は
す
で
に
東
は
日
本
海
、
北
は
外
興
安
嶺
に
ま
で
至
り
、
元
王

朝
を
経
て
明
の
奴
児
干
都
司
に
ま
で
続
く
こ
と
も
全
て
そ
う
で

あ
る
。
北
方
も
同
じ
く
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
匈
奴
は
西
漢
時
代 

 

に
漢
王
朝
と
激
し
く
戦
っ
た
が
、
最
後
に
匈
奴
も
や
は
り
漢
に

投
降
し
、
東
漢
の
初
年
に
は
漢
王
朝
の
版
図
の
中
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
。
唐
王
朝
は
唐
の
太
宗
が
突
厥
の
頡
利
可
汗
を
滅
ぼ

し
、
薛
延
陀
を
滅
ぼ
し
、
車
鼻
可
汗
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
一
度

は
全
て
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
遠
く
シ
ベ
リ
ア
南
部
に
至
る
ま
で

統
治
し
、
数
十
年
後
に
な
ら
な
い
と
突
厥
は
復
活
し
な
か
っ
た
。

元
朝
の
と
き
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
は
元
朝
の
嶺
北
行
省
で
あ
っ

た
。
西
北
方
面
も
同
じ
よ
う
に
、
西
漢
は
西
域
都
護
府
を
設
け
、

唐
は
安
西
・
北
庭
都
護
府
を
置
き
、
元
は
か
つ
て
阿
力
麻
里
（
ア

ル
マ
リ
ク
）
、
別
失
八
里
（
ビ
シ
ュ
バ
リ
ク
）
行
中
書
省
、
宣
慰

司
な
ど
を
置
い
て
い
た
。
一
般
的
に
こ
れ
ら
は
連
続
し
た
も
の

で
は
な
い
が
、
断
続
的
に
何
度
も
行
わ
れ
、
中
原
地
区
と
政
治

的
に
は
一
つ
の
政
権
に
属
し
て
い
る
。
経
済
文
化
関
係
に
い
た

っ
て
は
さ
ら
に
緊
密
で
あ
る
。
こ
の
長
期
的
経
済
、
文
化
、
政

治
的
関
係
は
次
第
に
発
展
し
て
き
て
、
ま
す
ま
す
密
接
に
な
っ

た
。
わ
た
し
た
ち
は
数
日
前
に
翁
独
建
氏
が
話
し
た
こ
と
に
同

意
す
る
。
つ
ま
り
、
我
々
の
歴
史
上
、
中
原
王
朝
は
辺
疆
の
少

数
民
族
と
の
関
係
は
結
局
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
主
流
は

何
か
、
平
和
共
存
か
戦
争
な
の
か
。
我
々
は
そ
れ
を
深
く
探
求

す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
確
か
に
あ
る
時
期
は
平
和
共
存

で
う
ま
く
い
き
、
あ
る
時
期
は
戦
争
が
あ
り
、
あ
る
時
期
は
激

し
い
戦
争
も
あ
っ
た
。
し
か
し
総
じ
て
関
係
は
ま
す
ま
す
密
接

に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
点
は
誰
も
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。
歴

史
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
、
辺
疆
の
民
族
と
中
原
漢
族
と
の
関

係
は
ま
す
ま
す
密
接
に
な
り
、
一
種
の
相
互
依
存
の
関
係
と
な

り
、
そ
れ
は
経
済
文
化
的
交
流
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
辺
疆
と
中
原 

と
の
合
併
で
も
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
、

一
七
～
一
八
世
紀
に
入
っ
て
歴
史
的
な
発
展
に
よ
り
中
国
は
一

つ
の
統
一
政
権
と
な
っ
て
中
原
地
区
と
各
辺
疆
と
を
一
つ
の
政

権
下
に
統
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
清
朝
は 
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ま
さ
に
歴
史
発
展
の
趨
勢
に
し
た
が
い
、
こ
の
統
一
の
任
務
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。
一
七
～
一
八
世
紀
の
清
朝
が
こ
の
広
大

な
範
囲
の
統
一
を
完
成
し
た
の
は
、
決
し
て
そ
の
と
き
の
清
朝

が
軍
事
的
に
強
く
て
一
連
の
軍
事
的
勝
利
を
収
め
た
か
ら
で
は

な
い
。
単
な
る
一
時
的
な
軍
事
上
の
勝
利
と
軍
事
征
服
は
、
も

し
も
社
会
的
経
済
的
基
礎
な
し
に
維
持
し
よ
う
と
も
統
一
は
長

続
き
し
な
い
の
だ
。
し
か
し
清
朝
は
統
一
を
完
成
し
た
あ
と
強

固
に
な
り
安
定
し
、
一
九
世
紀
中
葉
以
後
帝
国
主
義
が
東
西
南

北
各
方
面
か
ら
侵
入
し
て
き
て
一
部
分
の
土
地
を
侵
略
さ
れ
て

も
、
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。

主
な
原
因
は
、
中
原
は
辺
疆
を
必
要
と
し
、
辺
疆
は
さ
ら
に
中

原
を
必
要
と
し
、
一
つ
の
政
権
の
も
と
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
方
が
中
原
の
人
民
に
有
利
で
あ
り
、

辺
疆
の
人
民
に
は
な
お
さ
ら
有
利
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
た

し
た
ち
は
理
解
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
清
朝
の
統
一
は
実
際
は

ま
ず
満
族
の
地
区
す
な
わ
ち
広
義
の
満
州
を
統
一
し
、
そ
の
後

漢
族
の
地
区
す
な
わ
ち
明
王
朝
の
国
土
を
統
一
し
、
そ
れ
か
ら

蒙
族
地
区
と
蒙
族
が
統
治
す
る
ウ
イ
グ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の

地
区
を
統
一
し
た
。
主
に
満
・
蒙
・
漢
三
地
区
の
統
一
で
あ
る
。 

 

漢
族
の
地
区
は
元
来
の
明
朝
の
地
方
を
指
し
、
漢
族
の
外
に

も
多
く
の
南
方
少
数
民
族
、
蒙
族
地
区
を
含
み
、
内
外
蒙
古
以

外
に
も
青
海
、
チ
ベ
ッ
ト
さ
ら
に
は
南
疆
の
ウ
イ
グ
ル
地
区
も

含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
す
べ
て
本
来
オ
イ
ラ
ー
ト
モ
ン

ゴ
ル
の
統
治
の
下
に
あ
り
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。

当
時
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
領
域
は
、
天
山
北
路
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
本
部

の
み
な
ら
ず
、
南
路
の
ウ
イ
グ
ル
地
区
、
青
海
、
チ
ベ
ッ
ト
、

タ
シ
オ
イ
ラ
ー
ト
も
含
み
、
す
べ
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
統
治
下
に

あ
っ
た
。
ガ
ル
ダ
ン
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
ハ
ル
ハ
モ
ン
ゴ
ル
、

す
な
わ
ち
外
蒙
族
を
も
侵
略
し
た
。
内
蒙
族
だ
け
は
、
清
朝
が 

中
央
部
に
入
る
以
前
か
ら
す
で
に
清
朝
の
版
図
に
入
っ
て
い

た
。
の
ち
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
は
さ
ら
に
外
蒙
族
か
ら
内
蒙
族
に
侵

入
し
、
こ
こ
で
清
朝
と
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
間
に
戦
争
が
勃
発
す
る
。

双
方
は
康
煕
、
雍
正
、
乾
隆
七
〇
年
間
の
闘
争
を
経
て
、
清
朝

が
最
終
的
に
勝
利
を
収
め
た
。
清
朝
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
本
部
を
版

図
に
収
め
た
の
み
な
ら
ず
、
元
来
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
統
治
下
に
あ

っ
た
青
海
、
チ
ベ
ッ
ト
、「
回
疆
」
す
な
わ
ち
天
山
南
路
も
版
図

に
収
め
た
。
し
た
が
っ
て
清
朝
の
統
一
は
基
本
的
に
は
満
、
漢
、

蒙
三
区
の
統
一
な
の
で
あ
る
。
蒙
区
と
は
実
際
に
は
ウ
イ
グ
ル

地
区
と
チ
ベ
ッ
ト
地
区
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
三
地
区
が
統
一
を

完
成
し
た
の
が
乾
隆
中
期
、
す
な
わ
ち
一
八
世
紀
の
五
〇
年
代

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
満
、
蒙
、
漢
三
族
の
人
民
が
こ
の

王
朝
を
構
成
し
た
の
は
、
実
際
は
は
る
か
清
朝
が
中
央
に
来
る

以
前
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
六
三
六
年
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
皇
帝

に
即
位
し
、
国
号
を
大
金
か
ら
大
清
に
改
め
た
が
、
臣
下
に
よ

る
推
戴
文
は
、
満
蒙
漢
の
三
種
の
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
こ
の
王
朝
が
満
蒙
漢
三
種
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

こ
と
の
十
分
な
証
拠
で
あ
る
。
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
こ
れ
は

歴
史
の
潮
流
に
従
っ
た
も
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
一
六
～
一
七
世

紀
に
な
る
と
、
漢
満
蒙
な
ど
中
国
の
各
民
族
は
統
一
を
切
実
に

要
求
し
て
い
た
か
ら
だ
。
こ
の
点
わ
た
し
は
、
明
朝
と
女
真
部

族
す
な
わ
ち
の
ち
の
後
金
と
の
間
に
交
流
が
あ
り
、
ま
た
明
朝

と
蒙
古
と
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明
確
に
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
と
き
、
中
原
の
明
朝
と
東
北
の
満
州
、

北
方
の
蒙
古
と
は
時
に
戦
い
も
し
武
力
衝
突
も
し
た
。
ま
た
時

に
は
和
議
に
よ
り
明
朝
か
ら
女
真
・
蒙
古
に
物
資
を
寄
贈
し
た

り
、
互
い
に
通
商
も
し
て
い
た
。
戦
争
か
平
和
か
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
目
的
は
女
真
人
が
人
参
や
テ
ン
の
皮
を
中
原
地
区

の
絹
織
物
・
食
糧
・
農
具
と
交
換
し
、
蒙
古
人
が
自
ら
の
馬
を

中
原
の
織
物
・
粟
・
茶
葉
と
交
換
し
た
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な 

ら
な
い
。
交
易
が
彼
ら
の
要
求
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
攻
め
入

っ
て
略
奪
す
る
。
つ
ま
り
一
方
で
略
奪
し
一
方
で
新
た
な
和
議

を
行
っ
て
寄
贈
を
増
や
す
。
こ
れ
は
辺
疆
が
一
六
～
一
七
世
紀

に
ま
で
発
展
し
て
き
た
と
き
に
、
中
原
地
区
の
農
産
品
や
工
芸

品
を
切
実
に
必
要
と
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
当
然
、
中

原
地
区
も
辺
疆
の
人
参
、
テ
ン
の
毛
皮
、
馬
な
ど
を
必
要
と
し

て
い
た
。
し
か
し
、
比
較
す
れ
ば
辺
疆
の
方
が
中
原
の
物
資
を

必
要
と
し
て
い
た
。
で
あ
る
か
ら
、
通
商
を
通
し
て
ま
た
戦
争

を
通
し
て
，
最
後
に
は
統
一
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

中
原
が
布
や
食
糧
な
ど
の
物
資
で
辺
疆
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
全
く
無
事
に
平
和
に
な
り
、
統
一

が
強
固
に
な
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
は
清
朝
が
大

統
一
の
局
面
を
造
り
出
し
強
固
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

歴
史
の
潮
流
に
沿
っ
て
い
る
と
述
べ
た
の
だ
。
こ
れ
は
歴
史
の

発
展
に
よ
り
自
然
に
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
あ
る
人
は
、
清
朝

の
こ
の
よ
う
な
広
大
な
版
図
は
完
全
に
内
外
拡
張
の
結
果
だ
と

言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
歴
史
的
事
実
に
符
合
し
な
い
。
清
朝

が
蒙
古
に
兵
を
用
い
た
の
は
武
力
の
乱
用
だ
と
は
い
え
ず
、
こ

れ
は
漢
の
武
帝
が
匈
奴
に
兵
を
用
い
て
も
武
力
の
乱
用
だ
と
い

え
な
い
の
と
同
じ
事
だ
。
漢
の
武
帝
が
朝
鮮
、
東
越
、
南
越
に

対
し
て
は
侵
略
し
た
と
責
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
匈
奴
に
対

し
て
行
っ
た
こ
と
は
侵
略
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
が
匈

奴
に
対
し
て
行
っ
た
こ
と
は
、
匈
奴
が
攻
め
て
く
る
か
ら
だ
。

唐
太
宗
が
突
厥
に
対
し
て
行
っ
た
こ
と
も
武
力
乱
用
だ
と
は
い

え
な
い
。
同
じ
よ
う
に
清
朝
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
へ
の
態
度
も
そ
う

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
こ
ろ
ジ
ュ
ン
ガ
ル
は
恐
ろ

し
い
権
力
で
全
て
の
新
疆
、
青
海
、
チ
ベ
ッ
ト
、
外
蒙
を
占
領

し
、
矛
先
を
清
帝
国
統
治
下
の
内
蒙
に
向
け
て
い
て
、
も
し
ジ

ュ
ン
ガ
ル
を
打
ち
倒
さ
な
け
れ
ば
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
で
は
再
び
辺
疆
民
族
が
中
原
に
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、 
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す
な
わ
ち
オ
イ
ラ
ー
ト
が
中
原
の
主
と
な
り
、
ま
た
王
朝
を
変

え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
王
朝
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。
当
時
の
情
勢
か
ら
見
て
清
朝
は
や
は
り
ジ
ュ
ン
ガ
ル

よ
り
進
歩
し
て
い
て
、
清
朝
に
中
原
を
統
治
さ
せ
る
方
が
ジ
ュ

ン
ガ
ル
に
中
原
を
統
治
さ
せ
る
よ
り
や
や
有
利
で
あ
ろ
う
。
で

あ
る
か
ら
清
朝
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
を
打
倒
し
、
こ
れ
は
武
力
の
乱

用
と
は
い
え
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
戦
い
な

の
で
あ
る
。
清
朝
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
統
治
地
区
を
全
て
版
図
に

収
め
た
が
、
こ
れ
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
を
徹
底
的
に
打
ち
の
め
す
た

め
に
必
要
な
措
置
で
あ
り
、
故
意
に
こ
れ
ら
の
地
方
を
征
服
し

よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
清
朝
は
そ
の
と
き
別
に
拡
張
主
義

者
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
清
朝
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
を
打
倒
し
た
後
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
コ
ー
カ
ン
ド
、
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
な
ど
の
中

央
ア
ジ
ア
の
一
部
の
小
国
が
か
つ
て
一
度
清
朝
に
加
入
し
よ
う

と
し
た
が
清
朝
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
た
だ
こ
れ
ら
の
国
を
属
国

と
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
当
時
の
清
朝
の
兵
力
を
も
っ
て
す
れ

ば
さ
ら
に
中
央
ア
ジ
ア
に
拡
張
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ

っ
た
が
、
清
朝
は
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
。
清
朝
が
こ
の
よ
う
な
版
図
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

決
し
て
拡
張
主
義
者
だ
か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
の
潮
流
に
従
っ

た
か
ら
な
の
だ
。
で
あ
る
か
ら
清
朝
が
一
八
世
紀
に
形
成
し
た

こ
の
版
図
は
中
国
歴
史
の
発
展
の
結
果
で
あ
り
、
こ
の
版
図
を

歴
史
上
の
中
国
の
版
図
と
す
る
こ
と
は
適
切
な
の
で
あ
る
。
今

日
の
国
土
を
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
と
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

ひ
と
も
い
る
が
、
我
々
は
こ
れ
を
不
適
切
で
あ
る
し
、
ま
た
そ

う
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、
帝
政
ロ
シ

ア
が
ア
イ
グ
ン
条
約
、
北
京
条
約
を
通
し
て
割
譲
し
た
ウ
ス
リ

ー
川
以
東
、
黒
竜
江
以
北
の
地
方
は
元
来
我
々
の
場
所
で
は
な

い
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
事
実
上
は
清
朝
は
ウ
ス
リ
ー
川

以
東
、
黒
竜
江
以
北
は
も
う
数
百
年
、
中
原
王
朝
の
直
接
統
治 

の
下
に
あ
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
は
大
砂
漠
以
北
の
モ
ン
ゴ
ル
高

原
は
今
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
国
は

歴
史
的
に
自
然
に
発
展
形
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な

い
。
一
九
一
一
年
、
一
九
二
一
年
の
二
度
モ
ン
ゴ
ル
は
独
立
し

て
い
る
が
、
と
も
に
背
後
で
は
第
三
者
が
介
入
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
中
国
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
発

展
の
自
然
な
趨
勢
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
地
区
は
砂
漠
の
南
部
か
北

部
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
原
地
区
と
と
も
に
関
連
づ
け
ら
れ
る

も
の
だ
。
二
〇
世
紀
に
な
り
、
一
九
一
一
年
、
一
九
二
一
年
に

な
っ
て
第
三
者
の
介
入
に
よ
り
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は

自
然
に
発
展
し
た
結
果
で
は
な
く
、
帝
国
主
義
が
中
国
を
分
割

し
た
結
果
で
あ
る
。
だ
か
ら
我
々
は
、
た
と
え
現
在
は
モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国
を
承
認
し
て
い
て
も
、
歴
史
上
の
中
国
が
砂
漠

南
方
の
内
蒙
古
の
み
を
含
み
、
砂
漠
北
方
の
外
蒙
古
を
含
ま
な

い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
上
あ
ら
ゆ
る
北
方
民
族
、

匈
奴
も
鮮
卑
も
柔
然
も
突
厥
も
回
紇
も
す
べ
て
同
等
に
砂
漠
の

南
北
に
分
布
し
て
い
た
。
も
し
わ
た
し
た
ち
が
今
の
国
境
を
根

拠
に
し
て
歴
史
上
の
民
族
を
処
理
し
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
か
。
同
じ
政
権
の
下
の
一
民
族
が
、
砂
漠
の
北
が
中
国
で
は

な
く
砂
漠
の
南
の
み
中
国
だ
と
見
な
し
て
し
ま
っ
て
は
ど
う
し

よ
う
も
な
く
な
る
。
し
か
し
我
々
は
も
し
一
八
四
〇
年
以
前
の

清
朝
の
版
図
を
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
と
す
れ
ば
考
え
や
す
く

な
る
。
砂
漠
の
南
北
に
現
れ
た
蒙
古
お
よ
び
歴
史
上
の
あ
ら
ゆ

る
民
族
は
す
べ
て
中
国
の
少
数
民
族
で
あ
り
、
今
日
の
モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国
の
中
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
歴
史
上
の
中
国
の

民
族
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
当
然
わ
た
し

た
ち
が
中
国
史
を
論
じ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
民
族
を
中
国
史

上
の
民
族
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
我
々
は
モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国
が
彼
ら
の
歴
史
を
書
く
と
き
、
こ
れ
ら
の
古
代

民
族
を
そ
の
先
住
民
と
し
て
書
く
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
。 

 

 

こ
こ
で
補
足
し
て
お
き
た
い
が
、
一
八
四
〇
年
以
前
の
国
境

を
越
え
た
い
く
つ
か
の
政
権
も
し
く
は
民
族
も
し
く
は
部
族
は

ど
う
す
る
の
か
。
こ
の
問
題
の
最
も
明
ら
か
な
事
例
は
高
麗
で

あ
る
。
我
々
は
い
ま
こ
う
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
わ
た
し
た
ち

は
鴨
緑
江
、
豆
満
江
を
中
朝
国
境
と
し
、
こ
れ
は
歴
史
が
自
然

に
形
成
発
展
し
た
結
果
で
あ
り
、
何
も
帝
国
主
義
の
介
入
は
な

い
。
歴
史
上
の
高
麗
は
、
最
も
早
期
に
は
全
て
鴨
緑
江
以
北
で

あ
り
、
相
当
長
期
間
に
わ
た
っ
て
鴨
緑
江
、
豆
満
江
の
南
北
で

あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
発
展
し
て
鴨
緑
江
以
南
と
な

っ
た
。
鴨
緑
江
以
北
に
あ
っ
た
と
き
は
、
わ
た
し
た
ち
は
中
国

領
内
の
ひ
と
つ
の
少
数
民
族
が
創
立
し
た
国
家
だ
と
見
な
し
て

い
た
が
、
こ
れ
が
つ
ま
り
西
漢
の
末
年
に
始
ま
っ
て
東
漢
の
と

き
に
盛
ん
に
な
っ
た
高
句
麗
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
が
匈
奴
、

突
厥
、
南
詔
、
大
理
、
渤
海
を
扱
う
の
と
同
じ
事
で
あ
る
。
高

句
麗
が
都
を
鴨
緑
江
の
北
岸
つ
ま
り
今
日
の
集
安
県
の
領
内
に

建
て
、
鴨
緑
江
両
岸
を
境
界
が
越
え
て
し
ま
っ
た
と
き
、
わ
た

し
た
ち
は
そ
の
全
境
界
を
当
時
の
中
国
の
領
域
と
し
て
処
理
し

た
。
し
か
し
５
世
紀
に
な
っ
て
首
都
が
平
壌
に
移
っ
て
か
ら
は
、

そ
れ
を
中
国
領
内
の
少
数
民
族
政
権
と
見
な
す
こ
と
は
も
は
や

で
き
な
い
。
そ
の
鴨
緑
江
以
南
の
領
土
だ
け
で
な
く
、
鴨
緑
江

以
北
遼
河
以
東
の
領
土
も
隣
国
の
領
土
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

  

我
々
は
歴
史
上
の
中
国
の
標
準
と
い
う
こ
の
一
箇
条
を
扱
う

の
で
あ
っ
て
、
二
箇
条
は
あ
り
え
な
い
。
当
初
我
々
が
討
論
し

て
い
る
と
き
、
ち
ょ
う
ど
昨
日
の
小
部
会
で
の
何
人
も
の
同
志

の
意
見
の
よ
う
に
、
こ
の
一
箇
条
だ
け
で
は
不
足
で
あ
る
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
と
か
、
二
箇
条
三
箇
条
も
探
求
し
た
い
と
か
、

中
原
王
朝
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
箇
条
加
え
た
い
と
か
、
ど
う

し
て
も
中
原
王
朝
と
の
何
ら
か
の
関
係
が
な
い
と
お
か
し
い
と 
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思
う
と
か
、
関
係
が
な
け
れ
ば
歴
史
上
の
中
国
と
い
え
な
い
の

で
は
な
い
か
と
か
、
そ
れ
は
過
去
に
群
や
県
が
あ
っ
た
こ
と
が

適
当
だ
と
か
、
あ
る
辺
疆
に
は
群
県
は
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
な

く
て
も
羈
縻
州
県
も
群
県
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
そ
う

言
っ
て
い
る
同
志
が
数
名
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
過
去
の
学

界
の
現
実
を
見
な
い
風
潮
か
ら
造
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
そ
の

と
き
の
歴
史
学
界
は
「
羈
縻
州
」
と
い
う
の
を
は
ば
か
り
、「
羈

縻
」
の
二
字
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
か
た
く
な
に

「
羈
縻
」
都
督
府
や
羈
縻
州
の
「
羈
縻
」
の
二
字
を
取
り
去
っ

て
、
何
と
か
州
と
い
う
ふ
う
に
変
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
ら
を
正

式
な
地
方
行
政
区
画
と
同
じ
だ
と
見
な
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。
府
や
州
の
長
官
は
流
官
で
、
中
央
政
府
が
随
時
異
動
で

き
る
も
の
だ
っ
た
。
府
・
州
は
中
央
政
府
の
制
令
を
受
け
継
い

で
統
治
を
行
い
、
中
央
に
租
税
を
払
い
、
賦
役
に
服
す
る
。
し

か
し
、
羈
縻
府
・
州
は
た
だ
当
地
の
少
数
民
族
の
首
領
に
都
督

あ
る
い
は
刺
史
の
名
義
を
与
え
る
だ
け
で
、
実
際
は
当
地
の
基

本
的
な
自
主
的
統
治
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
位
は
世
襲
で
あ
っ

た
。
王
朝
が
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
た
だ
帰
順

し
て
い
た
だ
け
で
、
変
え
よ
う
と
す
れ
ば
兵
を
挙
げ
て
反
乱
す

る
だ
ろ
う
。
羈
縻
府
州
と
正
式
な
府
州
と
は
完
全
に
別
の
も
の

な
の
だ
。
正
式
な
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
無

理
に
羈
縻
府
州
を
正
式
な
府
州
と
し
て
考
え
よ
う
と
い
う
の

は
、
実
際
は
歴
史
の
事
実
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
地
区

に
は
羈
縻
府
州
さ
え
も
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
こ
れ
ら
の

同
志
は
臣
と
称
す
る
者
が
い
て
納
貢
し
て
い
た
と
い
う
関
係
を

見
つ
け
出
し
、
臣
が
い
て
納
貢
が
あ
っ
た
か
ら
中
原
王
朝
の
版

図
に
繰
り
入
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
か
つ
て
中
原
王

朝
が
授
け
た
爵
位
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
だ
と
か
、
か
つ
て
中

原
王
朝
が
こ
の
一
部
族
の
首
領
に
何
々
王
と
か
侯
と
か
以
前
に

何
ら
か
の
官
職
を
与
え
た
と
か
、
だ
か
ら
そ
れ
を
中
原
王
朝
の 

一
部
だ
と
言
っ
て
中
国
の
版
図
に
繰
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
あ
の
手
こ
の
手
で
中
原
王
朝
と
の
関
係
を
造
り
だ
そ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
あ
た
か
も
中
原
王
朝
と
関
係
を
持
た
せ
な
い

と
中
国
と
は
呼
べ
な
い
か
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
こ
れ
で
は
話
の
筋
が
通
ら
な
い
。
周
知
の
通
り
、
朝
鮮
、

ベ
ト
ナ
ム
は
歴
代
中
原
王
朝
に
臣
と
称
さ
れ
朝
貢
し
て
お
り
、

中
原
王
朝
の
爵
位
を
与
え
ら
れ
た
が
、
我
々
は
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ

ム
を
中
国
の
一
部
分
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
無

理
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
と
明
朝
清
朝
と
の
関
係
は
、
た
だ
小
国
と

大
国
と
の
関
係
で
あ
り
、
属
国
と
宗
主
国
と
の
関
係
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
明
朝
の
場
所
で
も
清
朝
の
場
所
で
も
な
い
。
特
に
明

ら
か
な
の
は
、
日
本
は
国
宝
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
印
が
あ

り
、
漢
倭
奴
国
王
の
印
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
の
同
志
の
言
い
方

に
従
え
ば
、
日
本
が
中
国
が
与
え
た
印
を
受
け
取
っ
た
の
だ
か

ら
日
本
も
中
国
と
呼
ん
で
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
爵
位
や
朝
貢
関
係
が
あ
る
か

な
い
か
を
も
っ
て
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
内
に
あ
っ
た
か
ど
う

か
と
と
す
る
考
え
方
は
、
絶
対
に
筋
が
通
ら
な
い
も
の
な
の
だ
。 

  

と
り
わ
け
目
立
っ
た
問
題
は
、
も
し
中
原
王
朝
と
の
関
係
を

造
り
出
さ
な
い
と
中
国
の
一
部
分
と
は
い
え
な
い
と
い
う
の
な

ら
、
台
湾
問
題
の
取
り
扱
い
が
難
し
く
な
る
。
台
湾
は
明
朝
以

前
に
羈
縻
府
州
も
羈
縻
衛
所
も
置
か
れ
た
こ
と
は
な
く
、
島
の

部
落
の
首
領
は
大
陸
の
王
朝
に
朝
貢
も
し
て
い
な
い
し
臣
と
呼

ば
れ
て
も
い
な
い
。
中
原
王
朝
は
さ
ら
に
台
湾
島
に
官
位
を
置

い
た
こ
と
も
な
い
。
過
去
に
我
々
の
歴
史
学
界
も
「
左
」
の
影

響
を
受
け
、「
台
湾
は
古
来
か
ら
中
国
の
一
部
分
で
あ
る
」
と
い

う
話
を
曲
解
し
て
い
た
。
台
湾
は
古
来
中
国
の
一
部
分
で
あ
る

こ
と
は
全
く
間
違
い
の
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
曲
解
し
て
、

台
湾
は
古
来
中
原
王
朝
の
一
部
分
で
あ
る
と
す
る
の
は
完
全
に 

歴
史
の
事
実
に
反
し
て
お
り
、
歴
代
中
原
王
朝
は
台
湾
を
管
理

し
て
い
な
い
。
あ
る
人
は
、
台
湾
を
中
国
に
繰
り
入
れ
る
の
を

三
国
時
代
か
ら
だ
と
し
て
い
て
、
理
由
は
三
国
時
代
に
孫
権
が

軍
を
台
湾
に
派
遣
し
た
か
ら
だ
と
言
う
の
だ
が
、
事
実
と
し
て

は
「
軍
士
万
人
夷
州
（
台
湾
）
に
征
く
も
、
歳
を
経
て
疾
病
の

使
者
は
十
中
八
九
」
と
い
う
事
態
で
あ
り
、
数
千
人
を
捕
虜
と

し
た
だ
け
な
の
で
、「
割
に
合
わ
な
い
」
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。 

  

我
々
は
こ
の
史
料
に
も
と
づ
い
て
台
湾
が
三
国
時
代
か
ら
大

陸
王
朝
の
領
土
で
あ
っ
た
な
ど
と
言
っ
た
ら
笑
い
の
種
で
あ

る
。
軍
を
派
遣
し
て
数
千
人
の
捕
虜
を
連
れ
帰
っ
て
来
れ
ば
、

そ
の
土
地
が
孫
呉
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
孫
呉
の
あ
と
西
晋

南
朝
隋
唐
五
代
両
宋
で
常
に
所
有
権
を
継
承
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
う
な
る
と
説
明
で
き
な
く
な
る
と
思
い
す
ぐ
に
台
澎

一
体
論
を
持
ち
出
す
人
も
い
る
が
、
こ
れ
も
理
屈
が
通
ら
な
い

こ
と
だ
。
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
南
宋
で
は
澎
湖
は
福
建
泉
州

同
安
県
の
管
轄
領
域
の
中
で
あ
り
、
元
王
朝
で
は
島
に
巡
検
司

を
置
い
た
が
、
こ
れ
は
大
陸
王
朝
が
澎
湖
島
で
政
権
を
設
立
し

た
始
ま
り
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
話
で
あ
る
。
中
に
は
「
台
澎

一
体
論
」
を
主
張
し
、
澎
湖
に
巡
検
司
が
置
か
れ
た
の
な
ら
元

王
朝
が
す
で
に
台
湾
を
管
轄
し
て
い
た
と
見
る
同
志
も
い
る

が
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
通
る
の
だ
ろ
う
。
あ
れ
ほ
ど
小
さ
な
澎

湖
島
に
巡
検
司
を
置
い
て
、
あ
の
大
き
な
台
湾
島
を
管
轄
で
き

る
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
宋
元
明
清
の
と
き
に
は
、
一
つ

の
県
に
い
く
つ
か
の
巡
検
司
を
置
く
こ
と
も
で
き
た
が
、
こ
れ

は
現
在
の
公
安
分
局
か
派
出
所
に
等
し
い
。
澎
湖
島
上
の
巡
検

司
が
、
全
台
湾
を
管
轄
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
そ
の
根
拠

と
は
何
か
。
む
し
ろ
我
々
は
管
轄
で
き
な
い
と
い
う
多
く
の
証

拠
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
中
原
王
朝
と
関
係
が
な
け
れ
ば

中
国
の
一
部
分
で
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
明
朝
以
前
の
台
湾
は 
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中
国
の
一
部
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
、
い
や
違
う
。

台
湾
は
当
然
中
国
の
物
で
あ
り
、
古
来
中
国
の
物
で
あ
る
。
な

ぜ
古
来
中
国
の
物
な
の
か
。
そ
れ
は
歴
史
の
変
遷
の
結
果
で
あ

り
、
清
朝
に
な
っ
て
台
湾
は
清
帝
国
領
域
の
一
部
分
と
な
っ
た

の
だ
。
で
あ
る
か
ら
台
湾
島
の
土
着
民
族
つ
ま
り
高
山
族
は
、

我
々
中
華
民
族
の
一
部
分
で
あ
り
、
我
々
中
国
の
少
数
民
族
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
台
湾
に
つ
い
て
は
こ
う
理
解
す
べ
き
だ
。
す

な
わ
ち
明
朝
以
前
台
湾
島
は
我
々
中
華
民
族
の
構
成
員
の
ひ
と

つ
で
あ
る
高
山
族
が
居
住
し
て
お
り
、
彼
ら
は
自
ら
を
管
轄
し

て
い
て
、
中
原
王
朝
は
管
轄
し
て
い
な
か
っ
た
。
明
朝
の
後
期
、

よ
う
や
く
大
陸
の
漢
人
が
台
湾
島
に
や
っ
て
き
て
漢
人
の
政
権

を
樹
立
し
た
。
こ
れ
が
あ
の
顔
恩
斉
、
鄭
芝
龍
な
ど
の
人
た
ち

で
あ
る
。
の
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
の
侵
略
者
が
漢
人
政
権
を
追
い
出

し
、
そ
の
後
再
び
鄭
成
功
が
オ
ラ
ン
ダ
侵
略
者
の
手
か
ら
取
り

戻
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
周
知
の
通
り
鄭
成
功
は
一
六
六
一
年

台
湾
を
奪
回
し
た
と
き
に
は
大
陸
で
は
す
で
に
清
朝
に
な
っ
て

お
り
、
鄭
成
功
は
明
朝
に
仕
え
て
い
た
た
め
、
永
歴
の
年
号
を

用
い
、
清
朝
は
ま
だ
台
湾
を
管
轄
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
一

六
八
三
年
（
康
煕
二
二
年
）
よ
う
や
く
清
朝
は
台
湾
を
平
定
し
、

台
湾
は
大
陸
と
同
じ
ひ
と
つ
の
政
権
に
属
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ

あ
る
地
区
が
中
原
王
朝
と
同
一
の
政
権
に
属
し
中
原
王
朝
が
管

轄
し
て
こ
そ
中
国
と
呼
べ
る
の
だ
と
い
う
の
な
ら
、
台
湾
は
一

六
八
三
年
か
ら
中
国
に
な
っ
た
と
し
か
言
う
こ
と
は
で
き
な

い
、
そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
台
湾
は
古
来
中
国
の
物
で
あ

る
が
、
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
高
山
族
が
中
国
の
少
数
民
族
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
台
湾
は
古
来
高
山
族
の
場
所
で
あ
り
、
日
本
で
も

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
所
で
も
な
く
、
ま
し
て
ア
メ
リ
カ
や
ソ

連
の
場
所
で
も
な
い
か
ら
だ
。
台
湾
は
古
来
か
ら
中
国
の
物
な

の
だ
。 

  

 

し
か
し
中
原
王
朝
に
属
さ
ず
高
山
族
に
属
し
た
も
の
が
一
六

八
三
年
以
降
に
な
っ
て
中
原
王
朝
が
管
轄
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
れ
ば
、
筋
が
通
る
。
辺
疆
地
区
と
中
原
王
朝
の
関
係
を

見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
、
あ
た
か
も
中
原
王
朝
と
関
係
が
な
け

れ
ば
中
国
の
一
部
分
と
は
い
え
な
い
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、

申
し
訳
な
い
が
実
際
に
は
大
漢
族
主
義
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
思
想
は
必
ず
や
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

我
々
自
身
の
思
想
で
は
、
も
し
漢
族
王
朝
と
の
関
係
が
な
け

れ
ば
中
国
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
な
ら
危
険
で
あ
る
。
国
外

に
は
、
中
国
の
西
境
は
甘
粛
ま
で
で
あ
っ
て
新
疆
は
中
国
で
あ

っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
者
も
い
る
。
こ
の
論
点
は
皆
も
ご
存

じ
の
と
お
り
デ
タ
ラ
メ
だ
。
で
は
な
ぜ
か
。 

  
多
く
の
人
は
こ
う
言
う
だ
ろ
う
。
新
疆
は
漢
王
朝
が
統
治
し

て
お
り
、
唐
王
朝
も
統
治
で
き
て
い
た
。
漢
は
西
域
都
護
府
を

置
き
、
唐
は
安
西
都
護
府
・
北
庭
都
護
府
を
置
い
た
。
し
か
し

我
々
の
歴
史
は
長
い
の
に
前
漢
が
西
域
を
統
治
し
た
の
は
ど
れ

ほ
ど
か
。
五
〇
年
そ
こ
そ
こ
だ
ろ
う
。
後
漢
の
統
治
は
さ
ら
に

ひ
ど
か
っ
た
。
唐
王
朝
で
は
比
較
的
長
く
、
七
世
紀
か
ら
八
世

紀
の
一
〇
〇
年
た
ら
ず
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
数
千
年
の
歴
史
を

持
っ
て
い
る
が
、
漢
と
唐
一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
で
新
疆
を
統
治

し
た
以
外
、
そ
の
他
の
時
代
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
中
に
は
漢

と
唐
の
み
を
問
題
に
し
、
そ
の
他
の
時
代
を
考
慮
し
た
が
ら
な

い
人
も
い
る
が
、
そ
れ
は
漢
、
唐
、
清
を
除
け
ば
中
原
王
朝
は

確
か
に
新
疆
を
管
轄
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
で
は
ど
う

す
る
の
か
。
道
理
に
合
わ
な
い
の
な
ら
、
あ
る
同
志
は
他
の
関

係
を
探
し
始
め
た
。
つ
ま
り
直
接
管
轄
で
き
て
い
な
か
っ
た
と

は
い
え
、
宋
朝
明
朝
で
は
新
疆
の
地
方
政
権
は
中
原
王
朝
に
朝 

貢
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
が
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
が
中
国
の
一

部
分
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
新
疆
地
区
の
政
権
が
中
原
王
朝
に

朝
貢
し
て
い
た
こ
と
で
中
国
の
一
部
分
だ
と
考
え
る
の
か
。
こ

れ
で
は
筋
が
通
ら
な
い
。
宋
朝
明
朝
に
お
い
て
、
新
疆
地
方
政

権
と
中
原
王
朝
と
の
関
係
は
誠
に
気
の
毒
な
も
の
で
、
西
州
回

鶻
（
天
山
ウ
イ
グ
ル
）
、
于
田
、
黒
汗
（
カ
ラ
ハ
ン
）
王
朝
は
宋

王
朝
と
臣
属
・
隷
属
関
係
に
あ
っ
た
な
ど
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
宋
朝
に
臣
と
称
し
朝
貢
し
た
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

単
に
一
、
二
回
の
交
流
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
宋
朝
の
版
図
に

な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
藩
属
な
ど
は
語
る
ま
で
も
な
い
。
明
朝

に
至
っ
て
は
さ
ら
に
悲
惨
で
、
明
朝
の
中
葉
以
後
、
嘉
裕
関
を

打
開
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
嘉
裕
関
の
外
は
明
朝
と
は
何
の
関

係
も
な
い
政
権
だ
っ
た
。
だ
か
ら
中
原
王
朝
と
関
係
が
な
い
と

中
国
の
一
部
分
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
新
疆
は
宋
朝

明
朝
の
と
き
は
全
く
中
国
の
一
部
分
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
う
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
中
原
王
朝
と
関
係
が
な
け
れ

ば
中
国
の
一
部
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
は

必
ず
明
確
に
区
分
す
べ
き
な
の
は
、
漢
族
は
漢
族
、
中
国
は
中

国
、
中
原
王
朝
は
中
原
王
朝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
異
な
る
概
念
な
の
だ
。
一
八
四
〇
年
以
前
、
中
国
の
版

図
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
は
、
歴
史
的
に
中
国
の
一
部
分
で
あ

る
、
こ
の
１
箇
条
が
あ
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
基
準
な
ど
な
い
。

新
疆
は
宋
朝
の
と
き
は
西
州
回
鶻
（
天
山
ウ
イ
グ
ル
）
、
于
田
、

黒
汗
（
カ
ラ
ハ
ン
）
な
ど
で
あ
り
、
明
朝
の
と
き
は
チ
ャ
ガ
タ

イ
の
後
継
の
王
の
封
建
割
拠
の
下
に
あ
り
、
多
く
の
政
権
に
分

離
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
中
国
で
な
い
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
中
国
で
あ
り
、
た
だ
中
原
王
朝
と
は
分
離
し
て
い
た

の
だ
。 

  

分
裂
と
統
一
は
、
中
国
の
歴
史
上
常
に
現
れ
る
こ
と
で
、
分 
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離
合
併
の
た
び
に
拡
大
し
て
き
た
と
す
る
の
が
一
般
的
だ
。
中

国
の
歴
史
上
最
初
の
統
一
は
秦
漢
時
期
で
あ
り
、
秦
の
統
一
は

北
は
長
城
、
西
は
黄
河
ま
で
で
青
蔵
高
原
ま
で
は
届
か
な
か
っ

た
。
漢
王
朝
の
統
一
で
、
西
は
玉
門
関
に
至
り
、
青
蔵
高
原
の

湟
水
流
域
に
ま
で
達
し
、
秦
よ
り
も
拡
大
し
た
。
隋
唐
の
統
一

は
さ
ら
に
一
歩
拡
大
し
た
が
、
清
朝
の
統
一
に
は
及
ば
な
い
。

統
一
を
一
回
す
る
た
び
に
一
回
拡
大
し
、
清
朝
の
統
一
に
よ
っ

て
版
図
が
最
大
と
な
っ
た
。
こ
の
範
囲
は
清
朝
が
兵
を
用
い
た

結
果
を
反
映
し
た
の
で
は
な
く
、
数
千
年
来
歴
史
が
発
展
し
て

き
た
結
果
で
あ
り
、
数
千
年
来
中
原
地
区
と
辺
疆
地
区
各
民
族

の
間
の
経
済
・
政
治
各
方
面
の
密
接
な
関
係
に
よ
り
自
然
に
成

り
立
っ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
我
々
は
経
済
文
化
の
密
接
な
関

係
と
は
さ
ら
に
政
治
統
一
か
ら
強
固
に
な
っ
て
い
く
も
の
だ
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
わ
た
し
た
ち
は

特
に
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

我
々
中
国
は
各
民
族
共
同
で
創
り
あ
げ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
は
う
わ
べ
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
少
数
民
族
の

我
々
に
対
す
る
貢
献
は
確
か
に
大
き
く
、
経
済
文
化
方
面
は
今

除
外
し
て
お
く
と
し
て
も
、
我
々
が
こ
の
よ
う
な
大
き
な
中
国

を
形
成
し
た
の
に
は
、
少
数
民
族
と
く
に
蒙
古
族
・
満
族
の
貢

献
が
と
て
も
大
き
い
。
我
々
は
一
二
世
紀
の
こ
と
を
思
い
起
こ

し
て
み
よ
う
。
我
々
の
こ
の
中
国
は
七
～
八
分
割
さ
れ
、
長
江

流
域
と
珠
江
流
域
が
南
宋
で
、
東
北
と
黄
河
流
域
が
金
、
寧
夏
・

甘
粛
の
河
西
と
オ
ル
ド
ス
一
帯
が
西
夏
、
雲
南
が
大
理
、
新
疆

が
西
遼
、
チ
ベ
ッ
ト
が
吐
蕃
、
そ
し
て
多
く
の
部
落
に
分
裂
し

て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
は
、
蒙
古
各
部
・
突
厥
各
部
が
あ
り
、

全
中
国
が
七
～
八
分
割
さ
れ
、
ど
こ
に
も
統
一
は
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
か
ら
フ
ビ
ラ
イ
に
至
る
三
代
の
営

み
に
よ
り
、
よ
う
や
く
ひ
と
つ
の
大
統
一
と
い
う
局
面
が
現
れ

た
の
だ
。
こ
の
大
統
一
は
な
ん
と
貴
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た 

と
え
ば
雲
南
は
、
漢
晋
時
代
は
中
原
王
朝
の
羈
縻
地
区
と
な
っ

た
が
、
直
轄
地
区
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
羈
縻
と
い
う
局
面
も

長
続
き
は
せ
ず
、
八
世
紀
中
葉
以
降
南
詔
が
吐
蕃
に
付
き
従
っ

て
唐
に
反
逆
し
、
唐
王
朝
を
離
脱
し
て
し
ま
っ
た
。 

  

南
詔
の
あ
と
は
大
理
で
あ
る
。
総
じ
て
言
え
ば
６
世
紀
に
中

原
王
朝
を
離
脱
し
て
お
よ
そ
七
〇
〇
年
を
経
て
一
三
世
紀
に
よ

う
や
く
元
王
朝
に
よ
り
大
理
は
征
服
さ
れ
、
雲
南
地
区
も
中
原

王
朝
の
統
治
の
及
ぶ
所
と
な
っ
た
。
ま
た
新
疆
地
区
に
つ
い
て

は
、
八
世
紀
後
期
に
は
唐
王
朝
を
離
脱
し
、
唐
朝
人
（
唐
の
官

吏
か
？
）
は
吐
蕃
に
追
い
出
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
吐
蕃
人
も
立

ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
新
疆
に
入
っ
て
い
く
つ
か

の
政
権
を
建
て
た
。
総
括
す
る
と
、
四
〇
〇
年
あ
ま
り
を
経
て
、

蒙
古
族
が
西
遼
を
征
服
し
て
よ
う
や
く
新
疆
地
区
と
中
原
地
区

と
が
ひ
と
つ
の
政
権
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
元
朝
の

統
治
は
中
国
各
地
区
間
の
長
期
に
わ
た
る
分
裂
と
統
合
を
も
た

ら
し
た
。
蒙
古
が
な
か
っ
た
ら
こ
の
よ
う
な
大
統
一
は
成
し
遂

げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
分
離
の
局
面
が
続
く
こ

と
は
想
像
も
で
き
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
明
朝
の
と
き
も
中
国

は
ま
た
も
や
分
裂
の
時
代
に
入
っ
た
。
明
朝
は
東
北
遼
東
の
辺

疆
以
外
は
、
青
蔵
高
原
に
対
し
て
統
治
は
弱
く
、
た
だ
の
羈
縻

関
係
の
み
で
、
本
当
の
統
治
と
は
言
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。
我
々

は
実
を
言
う
と
今
は
、
明
朝
の
チ
ベ
ッ
ト
と
の
関
係
を
、
元
朝

と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
関
係
、
清
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
関
係
に
比
較

し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、

ま
た
遠
く
及
ば
な
い
も
の
だ
。
明
朝
は
東
北
の
辺
疆
以
外
の
女

真
各
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
元
や
清
朝
と
同
列
に
論
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
長
城
以
外
の
韃
靼
・
オ
イ
ラ
ー
ト
は
長
期

に
わ
た
っ
て
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
明
朝
の
中
国
は

ま
た
い
く
つ
も
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
清
朝
が
興
ら
な
か
っ
た 

ら
、
こ
の
分
裂
の
局
面
は
い
つ
ま
で
続
い
た
か
分
か
ら
な
い
。

明
朝
の
新
疆
と
の
関
係
は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
く
、
管
轄
は

で
き
て
い
な
い
し
、
新
疆
で
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
も
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
清
朝
の
ヌ
ル
ハ
チ
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
か
ら
、

順
治
・
康
煕
・
雍
正
・
乾
隆
と
い
う
六
代
二
〇
〇
年
あ
ま
り
の

営
み
が
な
け
れ
ば
、
一
八
世
紀
の
大
統
一
も
あ
り
え
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
は
中
国
は
各
民
族
人
民
が
共
同
で
創
り
あ

げ
た
の
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
し
た
ち
が
今
日
こ
の

よ
う
な
広
大
な
ひ
と
つ
の
中
国
（
帝
国
主
義
に
よ
っ
て
一
部
分

を
奪
わ
れ
、
多
く
の
地
方
を
侵
略
さ
れ
た
と
し
て
も
）、
こ
の
よ

う
な
多
く
の
少
数
民
族
を
含
ん
で
い
る
中
国
を
継
承
し
て
き
た

の
は
、
清
朝
の
功
績
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
で
あ
る
か

ら
、
我
々
は
絶
対
に
中
国
を
漢
族
の
中
国
と
見
な
し
て
は
な
ら

ず
、
我
々
中
国
は
各
民
族
人
民
の
中
国
で
あ
る
。
多
く
の
少
数

民
族
が
我
々
中
国
の
歴
史
に
多
く
の
役
割
を
発
揮
し
た
。
元
朝

も
清
朝
も
な
か
っ
た
ら
、
今
日
の
中
国
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ

ろ
う
。
我
々
は
中
国
を
漢
族
一
家
の
も
の
と
見
な
し
て
は
な
ら

な
い
。
王
朝
と
中
国
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
同
一
視
し
て
は

な
ら
ず
、
全
て
の
歴
史
時
期
の
中
で
清
朝
の
み
が
全
中
国
と
等

し
く
、
清
朝
以
外
に
他
の
中
国
政
権
は
な
い
。
清
朝
以
前
の
ど

の
歴
史
時
期
も
、
中
国
に
は
二
つ
以
上
の
政
権
が
あ
っ
た
が
、

我
々
は
決
し
て
こ
の
政
権
を
中
国
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
政
権
は
中
国
で
は
な
い
し
、
そ
う
し
な
い
と
区
別
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

  

歴
史
上
同
時
に
二
つ
以
上
の
中
国
政
権
が
存
在
し
て
い
た
と

き
は
、
事
実
上
当
時
は
い
く
つ
か
の
国
家
が
対
峙
し
て
い
た
と

認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
ど
ち
ら
も
互
い
に
管
轄
す
る
こ

と
も
で
き
ず
、
中
原
王
朝
が
辺
疆
民
族
政
権
を
管
轄
し
た
な
ど

と
無
理
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
に
は
吐
蕃
を
唐
朝
の
一 
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部
だ
と
か
い
う
同
志
も
い
る
が
、
こ
れ
は
歴
史
の
事
実
に
反
し

て
い
る
。
唐
と
吐
蕃
は
敵
対
し
戦
っ
た
時
期
が
多
く
、
和
平
的

に
通
商
し
た
と
き
は
少
な
か
っ
た
。
和
親
し
て
通
商
し
て
い
た

と
き
で
あ
っ
て
も
、
唐
朝
は
完
全
に
は
吐
蕃
を
管
轄
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
漢
王
朝
と
匈
奴
、
唐
王
朝
と
突
厥
、
回
紇
と

の
関
係
も
基
本
的
に
こ
う
で
あ
る
。
我
々
は
た
だ
吐
蕃
・
匈
奴
・

突
厥
・
回
紇
を
歴
史
上
中
国
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
て

も
、
唐
王
朝
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

  

歴
史
上
の
中
国
政
権
は
、
時
に
は
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
以

外
の
地
方
を
管
轄
し
た
こ
と
も
あ
り
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
地
方

を
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
内
で
は
な
い
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
ら
は
確
か
に
中
国
王
朝
の
版
図
の
中
に
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
漢
晋
の
と
き
は
朝
鮮
西
北
部
に
楽
浪
・
帯
方
な
ど

の
郡
を
置
い
た
り
、
漢
唐
の
と
き
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
交
趾
・

九
真
・
日
南
な
ど
の
郡
を
置
い
た
り
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
郡
県

を
設
置
し
た
所
は
当
然
、
漢
晋
唐
な
ど
王
朝
領
域
の
一
部
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
は
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲

の
中
に
は
な
く
と
も
、
歴
史
上
の
楽
浪
・
交
趾
な
ど
の
郡
は
漢
・

唐
な
ど
の
王
朝
の
領
土
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
確
に
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
郭
老
の
名
で
出
版
さ
れ
た
『
中
国
史
稿
』
の
第
一
版

（
の
ち
に
版
本
の
修
正
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
）
は
、
漢

朝
と
交
趾
・
九
真
・
日
南
と
の
関
係
を
対
外
関
係
と
言
っ
て
い

る
が
、
わ
た
し
は
こ
れ
は
理
屈
に
合
う
と
は
言
い
が
た
い
と
思

う
。
我
々
は
対
内
的
に
は
民
族
団
結
を
提
唱
し
、
歴
史
上
の
中

国
政
権
は
、
時
に
は
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
以
外
の
地
方
を
管

轄
し
た
こ
と
も
あ
り
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
地
方
を
歴
史
上
の
中

国
の
範
囲
内
で
は
な
い
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

ら
は
確
か
に
中
国
王
朝
の
版
図
の
中
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

漢
晋
の
と
き
は
朝
鮮
西
北
部
に
楽
浪
・
帯
方
な
ど
の
郡
を
置
い 

た
り
、
漢
唐
の
と
き
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
交
趾
・
九
真
・
日
南

な
ど
の
郡
を
置
い
た
り
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
郡
県
を
設
置
し
た

所
は
当
然
、
漢
晋
唐
な
ど
王
朝
領
域
の
一
部
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
は
歴
史
上
の
中
国
の
範
囲
の
中
に
は
な

く
と
も
、
歴
史
上
の
楽
浪
・
交
趾
な
ど
の
郡
は
漢
・
唐
な
ど
の

王
朝
の
領
土
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
確
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

郭
老
の
名
で
出
版
さ
れ
た
『
中
国
史
稿
』
の
第
一
版
（
の
ち
に

版
本
の
修
正
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
）
は
、
漢
朝
と
交
趾
・

九
真
・
日
南
と
の
関
係
を
対
外
関
係
と
言
っ
て
い
る
が
、
わ
た

し
は
こ
れ
は
理
屈
に
合
う
と
は
言
い
が
た
い
と
思
う
。
我
々
は

対
内
的
に
は
民
族
団
結
を
提
唱
し
、
対
外
的
に
は
隣
国
尊
重
を

提
唱
し
て
い
て
、
特
に
比
較
的
弱
小
な
隣
国
に
対
し
て
は
そ
う

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
隣
国
を
尊
重
す
る
か
ら
と
い
っ
て
歴
史

事
実
を
抹
殺
し
歪
曲
す
る
こ
と
は
す
べ
き
で
な
い
し
、
す
る
必

要
も
な
い
。
交
趾
・
九
真
・
日
南
な
ど
の
郡
は
確
か
に
漢
唐
王

朝
の
領
域
内
に
あ
っ
た
が
、
今
日
ベ
ト
ナ
ム
の
国
土
な
の
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
無
理
に
漢
唐
と
こ
れ
ら
郡
と
の
関
係
が
「
対
外

的
だ
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
五
代
以
降
ベ
ト
ナ

ム
は
中
国
か
ら
独
立
し
て
建
国
し
た
の
だ
か
ら
、
我
々
は
そ
の

独
立
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
て
宋
元
明
清
な
ど
に
臣
と

呼
ば
れ
朝
貢
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
独
立
し
た
隣
国
と
し
て

扱
わ
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

  

我
々
の
地
図
上
、
我
々
は
秦
朝
の
象
郡
を
我
が
国
の
伝
統
的

な
言
い
方
に
し
た
が
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
領
内
に
は
区
分
し
な
か
っ

た
。
中
に
は
、
我
々
が
秦
図
を
描
く
と
き
は
ベ
ト
ナ
ム
と
友
好

関
係
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
象
郡
を
ベ
ト
ナ
ム
と
し
て
描
く
こ

と
は
や
め
よ
う
と
考
え
た
同
志
も
い
た
。
我
々
は
象
郡
を
広
西
、

貴
州
一
帯
の
中
に
描
い
て
い
る
が
、
彼
ら
は
、
今
わ
た
し
た
ち

が
こ
の
図
を
訂
正
す
べ
き
で
あ
り
、
象
郡
を
ベ
ト
ナ
ム
に
区
分 

し
た
方
が
い
い
と
言
っ
て
い
る
。
実
際
、
歴
史
上
の
郡
県
を
ど

こ
に
区
分
す
る
の
か
と
い
う
の
は
、
そ
の
隣
国
と
友
好
で
あ
る

か
な
い
か
を
も
っ
て
決
め
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
は
当
初
象
郡

を
ベ
ト
ナ
ム
と
し
て
描
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
史
料
に
基

づ
い
て
真
剣
に
分
析
し
た
結
果
、
や
は
り
象
郡
を
ベ
ト
ナ
ム
と

し
て
描
か
な
い
方
が
い
く
ら
か
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。

我
々
も
象
郡
を
ベ
ト
ナ
ム
に
置
く
こ
と
も
あ
る
程
度
史
料
の
根

拠
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
、
『
漢
書
地
理
志
』
『
水
経
注
』

は
い
ず
れ
も
秦
朝
の
象
郡
を
ベ
ト
ナ
ム
だ
と
言
っ
て
い
る
。
し

か
し
我
々
は
こ
の
意
見
を
採
ら
ず
、
象
郡
は
広
西
、
貴
州
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
我
々
は
こ
の
主
張
の
方
が
根
拠
が
よ
り
確
か

だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
『
漢
書
地
理
志
』
は
『
漢
書
本
紀
』
ほ

ど
信
頼
で
き
ず
、
『
漢
書
本
紀
』
の
資
料
は
象
郡
が
広
西
に
あ

る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
『
水
経
注
』
の
資

料
は
貴
重
だ
が
、
『
山
海
経
』
の
資
料
の
方
が
『
水
経
注
』
よ

り
や
や
早
い
。
『
山
海
経
』
は
象
郡
は
貴
州
に
あ
る
べ
き
だ
と

言
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
我
々
は
誠
実
に
歴
史
の
資
料
に
基
づ

い
て
ま
じ
め
に
分
析
を
加
え
研
究
し
て
か
ら
結
論
を
出
す
の
で

あ
る
。
我
々
は
決
し
て
、
今
日
こ
の
国
と
は
友
好
だ
か
ら
あ
あ

い
う
ふ
う
に
描
き
非
友
好
的
だ
か
ら
こ
う
描
こ
う
、
な
ど
と
い

う
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  

あ
る
同
志
は
、
わ
た
し
た
ち
が
歴
史
の
辺
疆
各
少
数
民
族
が

樹
立
し
た
政
権
を
歴
史
上
の
中
国
と
見
な
す
の
な
ら
、
そ
れ
で

は
英
雄
も
民
族
の
裏
切
り
者
も
売
国
奴
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
遼
金
の
間
、
宋
金
の
間
の
戦
争

は
内
戦
と
で
も
い
う
の
か
、
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
ら
か

に
間
違
っ
て
い
る
。
我
々
が
歴
史
上
の
中
国
を
論
じ
る
に
は
、

今
日
の
中
国
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
歴
史
上
の
中

国
領
内
の
国
と
国
と
の
争
い
は
、
宋
朝
は
宋
朝
、
金
朝
は
金
朝 



 25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で
あ
り
、
宋
金
の
間
の
争
い
は
当
然
や
は
り
国
と
国
と
の
争
い

で
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
然
民
族
英
雄
も
い
れ
ば
売
国
奴
も
い
る

は
ず
だ
。
岳
飛
は
当
然
民
族
英
雄
で
あ
り
、
秦
檜
は
当
然
売
国

奴
で
あ
り
、
こ
れ
は
覆
し
よ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。
何
び
と
も
自

分
の
祖
国
に
忠
実
で
あ
る
べ
き
で
、
宋
朝
を
金
朝
に
売
っ
て
売

国
奴
で
な
い
な
ど
と
言
え
よ
う
か
。
宋
朝
側
に
は
漢
族
の
民
族

英
雄
が
い
て
、
金
朝
に
も
当
然
女
真
族
の
民
族
英
雄
が
い
る
だ

ろ
う
。
わ
た
し
は
完
顔
阿
骨
打
が
兵
を
挙
げ
て
遼
に
抵
抗
し
た

の
は
女
真
族
の
民
族
英
雄
と
い
う
べ
き
だ
と
思
う
。
し
た
が
っ

て
岳
飛
は
称
揚
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
秦
檜
は
非
難
さ
れ
る
べ
き

な
の
だ
。
し
か
し
今
日
漢
人
と
満
人
は
み
な
一
家
と
な
っ
た
の

だ
か
ら
、
歴
史
を
書
く
と
き
は
歴
史
事
実
に
基
づ
い
て
書
く
べ

き
で
は
あ
る
が
、
今
日
す
で
に
こ
の
あ
た
り
の
歴
史
を
こ
と
さ

ら
吹
聴
す
る
必
要
も
な
い
し
、
こ
れ
を
喧
伝
し
な
い
か
ら
と
い

っ
て
歴
史
英
雄
を
否
定
す
る
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
に
は
な
ら
な

い
。
我
々
は
愛
国
主
義
を
広
め
た
い
の
な
ら
、
こ
の
百
数
十
年

来
の
抗
英
、
抗
仏
、
抗
露
、
抗
日
闘
争
の
中
の
民
族
英
雄
を
広

め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
で
よ
い
で
は
な
い
か
。
何
故
に
歴
史

上
の
こ
と
を
こ
と
さ
ら
声
高
に
言
う
必
要
が
あ
る
の
か
。
同
じ

よ
う
に
、
我
々
は
元
朝
、
清
朝
が
中
国
の
歴
史
に
偉
大
な
貢
献

を
し
た
こ
と
を
肯
定
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
な
に
も
文

天
祥
や
陸
秀
夫
を
否
定
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
し
、
彼
ら

が
民
族
英
雄
や
愛
国
主
義
者
で
あ
る
と
認
め
な
い
と
い
う
の
で

も
な
い
。
ま
た
、
洪
承
疇
、
呉
三
桂
が
売
国
奴
で
な
い
と
言
っ

て
い
る
の
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
歴
史
は
発
展
し
て
い
る
も
の

で
、
我
々
は
後
世
の
関
係
を
も
っ
て
当
時
の
関
係
を
考
え
て
は

い
け
な
い
。
も
し
後
に
一
家
に
な
っ
た
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
、

当
時
ど
う
し
て
抵
抗
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
秦
漢
以

後
に
秦
、
楚
も
一
家
と
な
っ
た
が
、
屈
原
の
と
き
に
彼
が
楚
国

の
立
場
で
秦
朝
の
侵
略
に
抵
抗
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
は
言 

え
ま
い
。
も
し
、
の
ち
に
一
家
に
な
る
の
だ
か
ら
当
時
は
抵
抗

し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
の
な
ら
、
将
来
世
界
は
あ
る
日
必
ず

共
産
主
義
に
突
入
し
、
国
家
は
必
ず
消
滅
し
、
そ
し
て
将
来
歴

史
を
語
る
と
き
は
歴
史
上
の
被
侵
略
者
や
反
侵
略
は
無
意
味
だ

と
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
な
れ
ば
、
我
々

の
抗
日
戦
争
は
無
駄
な
も
の
だ
っ
た
と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う

か
。 

  

歴
史
が
今
日
ま
で
発
展
し
て
き
た
の
は
、
我
々
全
国
の
各
民

族
が
ひ
と
つ
の
大
家
庭
の
中
に
い
る
か
ら
だ
。
我
々
は
団
結
し
、

外
か
ら
の
侵
略
に
反
撃
し
、
共
に
社
会
主
義
祖
国
を
建
設
し
、

社
会
主
義
祖
国
の
四
つ
の
現
代
化
の
た
め
に
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
日
我
々
が
中
国
史
を
書
く
と
き
は
、
当
然
各
民
族

人
民
の
歴
史
を
す
べ
て
中
国
の
歴
史
の
一
部
と
見
な
す
べ
き
な

の
だ
。
そ
れ
は
、
こ
の
中
国
が
我
々
各
民
族
人
民
が
共
に
創
り

あ
げ
た
も
の
だ
か
ら
だ
。
五
六
民
族
の
共
同
の
も
の
で
あ
り
、

漢
族
一
家
の
中
国
で
は
な
い
。
我
々
の
今
日
の
運
命
は
同
じ
で

あ
る
。
発
展
は
み
ん
な
の
発
展
で
あ
り
、
衰
退
は
み
ん
な
の
衰

退
だ
。
我
々
は
団
結
し
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
翻
訳
：
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
会
員 

永
井
鉄
郎
） 

「
付
属
資
料 

譚
其
驤
『
歴
史
上
の
中
国
と
中
国
の
歴
代

の
境
域
』
」
は
、
便
宜
上
、
翻
訳
の
過
程
で
地
名
等
を
現
在

日
本
で
使
わ
れ
る
呼
称
に
改
め
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
翻
訳
は
歴
史
研
究
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、
誤
訳
な
ど
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
お
気
づ

き
の
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
 
 

（
編
集
部
） 

 

 

ま
た
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
半
年
ぶ
り
の
掲
載
と
な
り
ま

す
の
で
初
め
ま
し
て
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
で
す
の
で

こ
れ
ま
で
の
お
さ
ら
い
も
ざ
っ
と
。 

 

「
戦
略
に
つ
い
て
（
１
）
」
で
は
、
そ
も
そ
も
戦
略
と
は
何
か
、

と
い
う
事
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
結
論
と
し
て

は
、「
戦
略
と
は
、
現
状
か
ら
目
標
へ
至
る
手
段
の
技
術
・
科
学
」

で
あ
り
、
こ
の
「
手
段
」
と
は
「
長
期
的
視
野
と
複
合
思
考
で

力
や
資
源
を
総
合
的
に
運
用
す
る
」
事
で
し
た
。 

 

「
戦
略
に
つ
い
て
（
２
）」
は
、
現
状
の
把
握
と
目
的
の
設
定

に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
自
分
た
ち
が
い
る
場

所
、
目
指
す
場
所
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
な
ん
に
も
始
ま

ら
な
い
よ
、
と
い
う
事
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
数
学
の
直

線
を
思
い
出
し
て
頂
け
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
掴
み
や
す
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
座
標
平
面
上
の
２
点
が
決
定
す
れ
ば
、
そ
の
２

点
を
通
る
直
線
も
自
ず
と
決
定
せ
ら
れ
ま
す
。
２
点
の
ど
ち
ら

か
で
も
欠
け
れ
ば
、
は
て
直
線
は
ど
の
方
向
を
向
い
て
い
る
や

ら
定
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
直
線
を
私
た
ち
の
現
在
か
ら
未
来
へ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
考
え
れ
ば
、
２
点
（
現
状
把
握
と
目
標
設

定
）
を
明
確
に
す
る
事
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

と
、
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
お
さ
ら
い
は
こ
こ
ま
で
。
今
回

の
テ
ー
マ
へ
入
り
ま
す
。 

 

目
的
と
手
段
（
そ
の
階
層
性
） 

 

さ
て
、
今
い
る
場
所
、
目
指
す
場
所
が
明
確
に
な
っ
た
事
で
、

進
む
べ
き
方
向
が
定
ま
り
ま
し
た
。
次
に
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
「
ど
う
や
っ
て
進
む
か
」

（
手
段
）
で
す
。
が
、
そ
の
前
に
一
つ
。 

 
 

  

余
白
の
埋
め
草 

 
 
 
 
 

戦
略
に
つ
い
て
（
３
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部 
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日本ウイグル協会 

公式サイト 

http://uyghur-j.org/ 

メールアドレス 

info@uyghur-j.org 

 

編集後記 

会員の皆様はじめ、沢山の方々のご支援、ご協力を頂き、

世界ウイグル会議第四回代表大会は、無事終了致しまし

た、本当に有難うございます○国会議連、地方議連も発

足、日本政治の良心という心強い力も加わりました○イ

リハム会長の世界ウイグル会議アジア担当副総裁への

就任もあり、より広い視野での活動も求められます○一

方人民日報系メディアは、「ウイグル人によるハイジャ

ック未遂」を報じています○真相は不明ですが、このよ

うなニュースに胸を痛める事のない日々を切望致しま

す○まもなく７.５ウルムチ虐殺事件の日です。犠牲者や

遺族、未だ行方不明となっている人々○スタッフも力を

尽しますのでご支援宜しくお願い致します（編集部） 

訃
報 

 

過
日
、
協
会
会
員
と
し
て
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
活
動

を
支
え
て
下
さ
っ
た
伊
藤
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
五
月
末
に
は
ウ
イ
グ
ル
旅
行
も
計
画
さ
れ
て
い

た
と
も
お
聞
き
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
リ
ハ
ム 

マ
ハ
ム
テ
ィ 

右
は
あ
る
飲
料
会
社
で
の
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
の
例
で

す
。
そ
し
て
左
が
、
ち
ょ
っ
と
雑
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
わ
か
り

や
す
く
並
べ
直
し
て
み
た
も
の
で
す
。 

 

 

つ
ま
り
「
目
的
Ａ
の
達
成
の
為
に
、
Ｂ
と
Ｄ
を
達
成
し
よ
う
。

Ｂ
の
達
成
の
為
に
は
Ｃ
を
、
Ｄ
の
達
成
の
為
に
は
Ｅ
を
な
さ
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
構
造
で
す
。 

「
目
的
Ａ
の
達
成
の
為
に
、
Ｂ
を
し
て
Ｃ
も
し
て
Ｄ
も
し
て
Ｅ

も
し
よ
う
。」
と
い
う
捉
え
方
で
は
、
正
し
い
認
識
は
で
き
な
い
、

と
い
う
事
で
す
。 

 

さ
ら
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
選
ん
だ
手
段
（
例
え

ば
（
Ｃ
）
容
器
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
）
が
、
目
的
（
Ｂ
）
の
さ
ら

に
上
位
の
目
的
（
Ａ
）
に
も
合
致
し
て
い
る
か
、
と
言
う
事
で

す
。「
爽
快
な
イ
メ
ー
ジ
構
築
（
Ｂ
）
の
為
に
容
器
デ
ザ
イ
ン
を

新
し
く
し
た
（
Ｃ
）
と
こ
ろ
、
イ
メ
ー
ジ
は
良
く
な
っ
た
が
飲

み
に
く
く
な
っ
た
と
ク
レ
ー
ム
が
出
て
販
売
数
２
０
％
増
（
Ａ
）

は
達
成
出
来
な
か
っ
た
。」
で
は
い
け
な
い
、
と
言
う
事
で
す
。 

 

私
た
ち
の
活
動
で
例
え
て
み
ま
し
ょ
う
か
。 

「
た
く
さ
ん
の
人
に
チ
ラ
シ
を
配
ろ
う
と
、
人
目
を
引
く
た
め

に
拡
声
器
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
と
こ
ろ
、
衆
目
は
集
め

た
が
ウ
イ
グ
ル
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
、
ウ
イ
グ
ル

に
関
心
あ
る
層
の
増
加
に
は
失
敗
し
た
。」 

 

こ
れ
で
は
ダ
メ
で
す
ね
。
た
だ
、
こ
う
い
っ
た
あ
か
ら
さ
ま

な
例
で
あ
れ
ば
、
戦
略
の
構
造
だ
な
ん
て
意
識
せ
ず
と
も
そ
の

陥
穽
に
気
づ
け
ま
し
ょ
う
が
、
も
っ
と
わ
か
り
に
く
い
影
響
も

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
多
い
上
、
い
ざ
動
き
出
す
と
直
接

の
目
的
ば
か
り
に
意
識
が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
為
に
、

「
現
在
行
っ
て
い
る
事
の
目
的
は
何
か
？
」「
直
接
の
目
的
だ
け

で
な
く
、
さ
ら
に
上
位
の
目
的
に
も
合
致
す
る
か
？
」
は
、
常

に
意
識
し
続
け
る
べ
き
事
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

  

さ
て
、
今
回
は
、
戦
略
の
な
か
に
お
け
る
、
目
的
‐
手
段
の

構
造
と
そ
の
階
層
性
に
つ
い
て
み
て
き
ま
し
た
。 

 

次
回
は
・
・
・
未
定
で
す
が
ま
た
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

・顧客に○△に対する爽

快なイメージを持っても

らえないかな。 

・若者向け雑誌に広告を

出そうと思うのですが。 

・この飲料○△の販売数

を 20％くらいは増やし

たいよね。 

・容器のデザインを新し

くしてはどうでしょう。 

・顧客の年齢層が高いが

若者にも売りたい。 

会議で出された意見 

若者向け

雑誌に広

告（E） 

飲料○△の販

売数 20％増

（Ａ） 

顧客の年

代層拡大

（D） 

容器デザ

インの更

新（Ｃ） 

爽快なイ

メージの

構築（Ｂ） 

 

ど
の
よ
う
な
法
則
で
並
べ
た
か
、
も
う
お
分
か
り
で
す
ね
。 

 

「
爽
快
な
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
（
Ｂ
）
」
を
中
心
に
見
た
場
合
、 

（
Ａ
）
は
そ
の
目
的
で
す
。
さ
ら
に
（
Ｃ
）
は
（
Ｂ
）
の
た
め

の
手
段
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
爽
快
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す

る
の
は
、
飲
料
○
△
の
販
売
数
を
２
０
％
増
加
さ
せ
る
た
め
だ
」

「
爽
快
な
イ
メ
ー
ジ
構
築
の
た
め
に
、
容
器
デ
ザ
イ
ン
の
更
新

を
し
よ
う
。
」
と
い
う
、
上
が
目
的
、
下
が
手
段
と
な
る
よ
う
に

並
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ひ
と
つ
の
大
き
な

戦
略
の
中
に
は
、
無
数
の
目
的
‐
手
段
の
構
造
が
あ
り
、
そ
れ

が
階
層
を
な
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。 


